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(54)【発明の名称】 液晶表示素子の駆動方法および液晶表示素子

(57)【要約】
【課題】マトリックス型液晶表示素子を、端子数の少な
い駆動回路素子を用いて駆動する。
【解決手段】表示エリアを２つの表示領域Ａ１，Ａ２に
区分し、これらの表示領域Ａ１，Ａ２にそれぞれ複数の
走査電極３ａ，３ｂと複数の信号電極４ａ，４ｂとを設
けるとともに、第１の表示領域Ａ１の複数の走査電極３
ａを、駆動回路素子１０の複数の走査信号出力端子につ
ながる複数の走査信号供給リード５のうちの所定数のリ
ードに接続し、第２の表示領域Ａ２の複数の走査電極３
ｂを、他の所定数の走査信号供給リード５に接続し、前
記第１の表示領域Ａ１の複数の信号電極４ａを、前記駆
動回路素子１０の複数のデータ信号出力端子につながる
複数のデータ信号供給リード６に接続し、前記第２の表
示領域Ａ２の複数の信号電極４ｂを、前記複数のデータ
信号供給リード６に前記第１の表示領域Ａ１の複数の信
号電極４ａと一緒に接続した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】マトリックス型液晶表示素子の複数の走査
線に供給する走査信号を出力する複数の走査信号出力端
子と、前記液晶表示素子の複数の信号線に供給するデー
タ信号を出力する複数のデータ信号出力端子とのうち、
少なくともデータ信号出力端子の数が前記液晶表示素子
の信号線数よりも少ない駆動回路素子を備え、前記駆動
回路素子の複数のデータ信号出力端子からそれぞれ出力
されるデータ信号を、前記液晶表示素子の複数の信号線
のうちの所定数の信号線に供給するとともに、そのデー
タ信号のうちの少なくとも一部のデータ信号を、他の信
号線に供給することを特徴とする液晶表示素子の駆動方
法。
【請求項２】一対の基板間に設けられた液晶層が対応す
る表示エリアが、第１と第２の２つの表示領域に区分さ
れ、これらの表示領域にそれぞれ複数の走査線と複数の
信号線とが設けられるとともに、
前記第１の表示領域の複数の走査線が、駆動回路素子の
複数の走査信号出力端子にそれぞれつながる複数の走査
信号供給リードのうちの所定数のリードにそれぞれ接続
され、前記第２の表示領域の複数の走査線が、前記複数
の走査信号供給リードのうちの他の所定数のリードにそ
れぞれ接続され、
前記第１の表示領域の複数の信号線が、前記駆動回路素
子の複数のデータ信号出力端子にそれぞれつながる複数
のデータ信号供給リードにそれぞれ接続され、前記第２
の表示領域の複数の信号線が、前記複数のデータ信号供
給リードにそれぞれ前記第１の表示領域の複数の信号線
と一緒に接続されていることを特徴とする液晶表示素
子。
【請求項３】走査線が行方向に沿う走査電極、信号線が
列方向に沿う信号電極であり、第１の表示領域の複数の
走査電極と、第２の表示領域の複数の信号電極とが一対
の基板のうちの一方の基板の内面に設けられ、前記第１
の表示領域の複数の信号電極と、前記第２の表示領域の
複数の走査電極とが他方の基板の内面に設けられるとと
もに、前記他方の基板の内面に、複数の走査信号供給リ
ードと複数のデータ信号供給リードとが設けられ、
前記第１の表示領域の複数の走査電極が、前記複数の走
査信号供給リードのうちの所定数のリードにそれぞれク
ロス材を介して接続され、前記第２の表示領域の複数の
走査電極が、前記複数の走査信号供給リードのうちの他
の所定数のリードにそれぞれ接続され、前記第１の表示
領域の複数の信号電極が、前記複数のデータ信号供給リ
ードにそれぞれ接続され、前記第２の表示領域の複数の
信号電極が、前記第１の表示領域の複数の信号電極また
は前記複数のデータ信号供給リードにそれぞれクロス材
を介して接続されていることを特徴とする請求項２に記
載の液晶表示素子。
【請求項４】一対の基板間に設けられた液晶層が対応す
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る表示エリアが、第１と第２と第３の３つの表示領域に
区分され、これらの表示領域にそれぞれ複数の走査線と
複数の信号線とが設けられるとともに、
前記第１の表示領域の複数の走査線が、駆動回路素子の
複数の走査信号出力端子にそれぞれつながる複数の走査
信号供給リードのうちの所定数のリードにそれぞれ接続
され、前記第２の表示領域の複数の走査線が、前記複数
の走査信号供給リードのうちの他の所定数のリードにそ
れぞれ接続され、前記第３の表示領域の複数の走査線
が、前記第１と第２のいずれか一方の表示領域の複数の
走査線と一緒に前記所定数または他の所定数の走査信号
供給リードに接続され、
前記第１の表示領域の複数の信号線が、前記駆動回路素
子の複数のデータ信号出力端子にそれぞれつながる複数
のデータ信号供給リードのうちの所定数のリードにそれ
ぞれ接続され、前記第２の表示領域の複数の信号線が、
前記所定数のデータ信号供給リードにそれぞれ前記第１
の表示領域の複数の信号線と一緒に接続され、前記第３
の表示領域の複数の信号線が、前記複数のデータ信号供
給リードのうちの他の所定数のリードにそれぞれ接続さ
れていることを特徴とする液晶表示素子。
【請求項５】走査線が行方向に沿う走査電極、信号線が
列方向に沿う信号電極であり、第１と第２の表示領域の
複数の走査電極と、第３の表示領域の複数の信号電極と
が一対の基板のうちの一方の基板の内面に設けられ、前
記第１と第２の表示領域の複数の信号電極と、前記第３
の表示領域の複数の走査電極とが他方の基板の内面に設
けられるとともに、前記他方の基板の内面に、複数の走
査信号供給リードと複数のデータ信号供給リードとが設
けられ、前記第１の表示領域の複数の走査電極が、前記
複数の走査信号供給リードのうちの所定数のリードにそ
れぞれクロス材を介して接続され、前記第２の表示領域
の複数の走査電極が、前記複数の走査信号供給リードの
うちの他の所定数のリードにそれぞれクロス材を介して
接続され、前記第３の表示領域の複数の走査電極が、前
記第１と第２のいずれか一方の表示領域の複数の走査電
極またはこれらの信号電極が接続される前記走査信号供
給リードにそれぞれクロス材を介して接続され、前記第
１の表示領域の複数の信号電極が、前記複数のデータ信
号供給リードのうちの所定数のリードにそれぞれ接続さ
れ、前記第２の表示領域の複数の信号電極が、前記第１
の表示領域の複数の信号電極またはこれらの信号電極が
接続される前記所定数のデータ信号供給リードにそれぞ
れ接続され、前記第３の表示領域の複数の信号電極が、
前記複数のデータ信号供給リードのうちの他の所定数の
リードにそれぞれクロス材を介して接続されていること
を特徴とする請求項４に記載の液晶表示素子
【請求項６】一対の基板間に設けられた液晶層が対応す
る表示エリアが、第１と第２と第３と第４の４つの表示
領域に区分され、これらの表示領域にそれぞれ複数の走
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査線と複数の信号線とが設けられるとともに、
前記第１の表示領域の複数の走査線が、駆動回路素子の
複数の走査信号出力端子にそれぞれつながる複数の走査
信号供給リードのうちの所定数のリードにそれぞれ接続
され、前記第２の表示領域の複数の走査線が、前記複数
の走査信号供給リードのうちの他の所定数のリードにそ
れぞれ接続され、前記第３の表示領域の複数の走査線
が、前記所定数の走査信号供給リードにそれぞれ前記第
１の表示領域の複数の走査線と一緒に接続され、前記第
４の表示領域の複数の走査線が、前記他の所定数の走査
信号供給リードにそれぞれ前記第２の表示領域の複数の
走査線と一緒に接続され、
前記第１の表示領域の複数の信号線が、前記駆動回路素
子の複数のデータ信号出力端子にそれぞれつながる複数
のデータ信号供給リードのうちの所定数のリードにそれ
ぞれ接続され、前記第２の表示領域の複数の信号線が、
前記所定数のデータ信号供給リードにそれぞれ前記第１
の表示領域の複数の信号線と一緒に接続され、前記第３
の表示領域の複数の信号線が、前記複数のデータ信号供
給リードのうちの他の所定数のリードにそれぞれ接続さ
れ、前記第４の表示領域の複数の信号線が、前記他の所
定数の走査信号供給リードにそれぞれ前記第３の表示領
域の複数の信号線と一緒に接続されていることを特徴と
する液晶表示素子。
【請求項７】走査線が行方向に沿う走査電極、信号線が
列方向に沿う信号電極であり、第１と第２の表示領域の
複数の走査電極と、第３と第４の表示領域の複数の信号
電極とが一対の基板のうちの一方の基板の内面に設けら
れ、前記第１と第２の表示領域の複数の信号電極と、前
記第３と第４の表示領域の複数の走査電極とが他方の基
板の内面に設けられるとともに、前記他方の基板の側縁
部の内面に、複数の走査信号供給リードと複数のデータ
信号供給リードとが設けられ、前記第１の表示領域の複
数の走査電極が、前記複数の走査信号供給リードのうち
の所定数のリードにそれぞれクロス材を介して接続さ
れ、前記第２の表示領域の複数の走査電極が、前記複数
の走査信号供給リードのうちの他の所定数のリードにそ
れぞれクロス材を介して接続され、前記第３の表示領域
の複数の走査電極が、前記第１の表示領域の複数の走査
電極が接続される前記所定数の走査信号供給リードまた
は前記第１の表示領域の複数の走査電極にそれぞれ接続
され、前記第４の表示領前記第１の表示領域の複数の走
査電極またはこれらの走査電極が接続される前記所定数
の走査信号供給リードにそれぞれ接続され、前記第４の
表示領域の複数の走査電極が、前記第２の表示領域の複
数の走査電極またはこれらの走査電極が接続される前記
他の所定数の走査信号供給リードにそれぞれクロス材を
介して接続され、前記第１の表示領域の複数の信号電極
が、前記複数のデータ信号供給リードのうちの所定数の
リードにそれぞれ接続され、前記第２の表示領域の複数

4
の信号電極が、前記第１の表示領域の複数の信号電極ま
たはこれらの信号電極が接続される前記所定数のデータ
信号供給リードにそれぞれ接続され、前記第４の表示領
域の複数の信号電極が、前記複数のデータ信号供給リー
ドのうちの他の所定数のリードにそれぞれクロス材を介
して接続され、前記第３の表示領域の複数の信号電極
が、前記第４の表示領域の複数の信号電極またはこれら
の信号電極が接続される前記他の所定数のデータ信号供
給リードにそれぞれ接続されていることを特徴とする請
求項６に記載の液晶表示素子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、マトリックス型
の液晶表示素子の駆動方法および液晶表示素子に関する
ものである。
【０００２】
【従来の技術】マトリックス型の液晶表示素子には、単
純マトリックス型のものと、ＭＩＭ（２端子の非線型抵
抗素子）をアクティブ素子とするアクティブマトリック
ス型（以下、ＭＩＭ－アクティブマトリックス型とい
う）のものと、ＴＦＴ（薄膜トランジスタ）をアクティ
ブ素子とするアクティブマトリックス型（以下、ＴＦＴ
－アクティブマトリックス型という）のものとがある。
【０００３】これらのマトリックス型液晶表示素子は、
行方向（一般には画面の左右方向）に沿わせて互いに平
行に設けられた複数の走査線と、列方向（一般には画面
の上下方向）に沿わせて互いに平行に設けられた複数の
信号線とを有している。
【０００４】なお、前記走査線と信号線は、単純マトリ
ックス型液晶表示素子では、行方向に沿う走査電極と列
方向に沿う信号電極であり、ＭＩＭ－アクティブマトリ
ックス型液晶表示素子では、マトリックス状に配列する
複数の画素電極にそれぞれ接続された各行のＭＩＭにそ
れぞれつながる走査配線と、各列の画素電極にそれぞれ
対向する帯状の対向電極であり、ＴＦＴ－アクティブマ
トリックス型液晶表示素子では、マトリックス状に配列
する複数の画素電極にそれぞれ接続された各行のＴＦＴ
のゲート電極にそれぞれつながるゲート配線と、各列の
ＴＦＴのドレイン電極にそれぞれつながるドレイン配線
である。
【０００５】上記マトリックス型液晶表示素子は、前記
複数の走査線に供給する走査信号を出力する複数の走査
信号出力端子と、前記複数の信号線に供給するデータ信
号を出力する複数のデータ信号出力端子とを有する駆動
回路素子（ＬＳＩ）により駆動されており、前記駆動回
路素子としては、従来、走査信号出力端子数が液晶表示
素子の走査線数以上で、データ信号出力端子数が前記液
晶表示素子の信号線数以上のものが用いられている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかし、従来の液晶表
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示素子の駆動方法では、液晶表示素子の走査線数および
信号線数に応じて、走査信号出力端子数およびデータ信
号出力端子数がそれぞれ液晶表示素子の走査線数および
信号線数以上の端子数の多い駆動回路素子を選定しなけ
ればならず、また、場合によっては、所望の端子数の駆
動回路素子を新たに開発しなければならないため、駆動
回路素子にかかる費用がかさむという問題があった。
【０００７】この発明は、マトリックス型液晶表示素子
を、端子数の少ない駆動回路素子を用いて駆動すること
ができる液晶表示素子の駆動方法を提供するとともに、
その駆動方法に適した液晶表示素子を提供することを目
的としたものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】この発明の液晶表示素子
の駆動方法は、マトリックス型液晶表示素子の複数の走
査線に供給する走査信号を出力する複数の走査信号出力
端子と、前記液晶表示素子の複数の信号線に供給するデ
ータ信号を出力する複数のデータ信号出力端子とのう
ち、少なくともデータ信号出力端子の数が前記液晶表示
素子の信号線数よりも少ない駆動回路素子を備え、前記
駆動回路素子の複数のデータ信号出力端子からそれぞれ
出力されるデータ信号を、前記液晶表示素子の複数の信
号線のうちの所定数の信号線に供給するとともに、その
データ信号のうちの少なくとも一部のデータ信号を、他
の信号線に供給することを特徴とするものであり、この
駆動方法によれば、前記液晶表示素子を、端子数の少な
い駆動回路素子を用いて駆動することができる。
【０００９】この発明の液晶表示素子は、一対の基板間
に設けられた液晶層が対応する表示エリアが、第１と第
２の２つの表示領域に区分され、これらの表示領域にそ
れぞれ複数の走査線と複数の信号線とが設けられるとと
もに、前記第１の表示領域の複数の走査線が、駆動回路
素子の複数の走査信号出力端子にそれぞれつながる複数
の走査信号供給リードのうちの所定数のリードにそれぞ
れ接続され、前記第２の表示領域の複数の走査線が、前
記複数の走査信号供給リードのうちの他の所定数のリー
ドにそれぞれ接続され、前記第１の表示領域の複数の信
号線が、前記駆動回路素子の複数のデータ信号出力端子
にそれぞれつながる複数のデータ信号供給リードにそれ
ぞれ接続され、前記第２の表示領域の複数の信号線が、
前記複数のデータ信号供給リードにそれぞれ前記第１の
表示領域の複数の信号線と一緒に接続されていることを
特徴とするものである。
【００１０】この液晶表示素子は、その表示エリアの第
１と第２の２つの表示領域にそれぞれ設けられた複数の
走査線と複数の信号線とのうち、両方の表示領域の走査
線にそれぞれ選択期間を順次ずらした波形の走査信号を
供給するとともに、前記第１の表示領域の信号線と、こ
の第１の表示領域の信号線と一緒に前記データ信号供給
リードに接続された前記第２の表示領域の信号線とに、
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同じデータ信号を供給リードを供給することにより駆動
される。
【００１１】この液晶表示素子によれば、その駆動に用
いる駆動回路素子が、走査信号出力端子数が前記第１と
第２の表示領域の走査線の総数以上で、データ信号出力
端子数が前記第１と第２の表示領域のいずれか一方（第
１と第２の表示領域の信号線数が異なる場合は、信号線
数が多い方の表示領域）の信号線数以上のものであれば
よく、したがって、端子数の少ない駆動回路素子を用い
て駆動することができる。
【００１２】しかも、この液晶表示素子は、上記のよう
に駆動されるため、前記第１の表示領域の各画素の表示
と、前記第２の表示領域の各画素の表示とを、それぞれ
個々に制御することができ、したがって、走査信号出力
端子数およびデータ信号出力端子数が液晶表示素子の走
査線数および信号線数以上の駆動回路素子を用いて駆動
されるものと変わらない画像を表示することができる。
【００１３】また、この発明の他の液晶表示素子は、一
対の基板間に設けられた液晶層が対応する表示エリア
が、第１と第２と第３の３つの表示領域に区分され、こ
れらの表示領域にそれぞれ複数の走査線と複数の信号線
とが設けられるとともに、前記第１の表示領域の複数の
走査線が、駆動回路素子の複数の走査信号出力端子にそ
れぞれつながる複数の走査信号供給リードのうちの所定
数のリードにそれぞれ接続され、前記第２の表示領域の
複数の走査線が、前記複数の走査信号供給リードのうち
の他の所定数のリードにそれぞれ接続され、前記第３の
表示領域の複数の走査線が、前記第１と第２のいずれか
一方の表示領域の複数の走査線と一緒に前記所定数また
は他の所定数の走査信号供給リードに接続され、前記第
１の表示領域の複数の信号線が、前記駆動回路素子の複
数のデータ信号出力端子にそれぞれつながる複数のデー
タ信号供給リードのうちの所定数のリードにそれぞれ接
続され、前記第２の表示領域の複数の信号線が、前記所
定数のデータ信号供給リードにそれぞれ前記第１の表示
領域の複数の信号線と一緒に接続され、前記第３の表示
領域の複数の信号線が、前記複数のデータ信号供給リー
ドのうちの他の所定数のリードにそれぞれ接続されてい
ることを特徴とするものである。
【００１４】この液晶表示素子は、その表示エリアの第
１と第２と第３の３つの表示領域にそれぞれ設けられた
複数の走査線と複数の信号線とのうち、前記第１と第２
の表示領域の走査線にそれぞれ選択期間を順次ずらした
波形の走査信号を供給し、前記第３の表示領域の走査線
に、前記第１と第２のいずれか一方の表示領域の走査線
に供給する走査信号と同じ走査信号を供給するととも
に、前記第１の表示領域の信号線と、この第１の表示領
域の信号線と一緒に前記所定数のデータ信号供給リード
に接続された前記第２の表示領域の信号線とに、同じデ
ータ信号を供給し、前記他の所定数のデータ信号供給リ
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7
ードに接続された前記第３の表示領域の信号線に、前記
第１と第２の表示領域の信号線に供給する前記データ信
号とは異なるデータ信号を供給することにより駆動され
る。
【００１５】この液晶表示素子によれば、その駆動に用
いる駆動回路素子が、走査信号出力端子数が前記３つの
表示領域のうちの第１と第２の表示領域の走査線の総数
以上で、データ信号出力端子数が前記第１と第２の表示
領域のいずれか一方（第１と第２の表示領域の信号線数
が異なる場合は、信号線数が多い方の表示領域）の信号
線数と、第３の表示領域の信号線数との総数以上のもの
であればよく、したがって、端子数の少ない駆動回路素
子を用いて駆動することができる。
【００１６】しかも、この液晶表示素子は、上記のよう
に駆動されるため、前記第１の表示領域の各画素の表示
と、前記第２の表示領域の各画素の表示と、前記第３の
表示領域の各画素の表示とを、それぞれ個々に制御する
ことができ、したがって、走査信号出力端子数およびデ
ータ信号出力端子数が液晶表示素子の走査線数および信
号線数以上の駆動回路素子を用いて駆動されるものと変
わらない画像を表示することができる。
【００１７】さらに、この発明の他の液晶表示素子は、
一対の基板間に設けられた液晶層が対応する表示エリア
が、第１と第２と第３と第４の４つの表示領域に区分さ
れ、これらの表示領域にそれぞれ複数の走査線と複数の
信号線とが設けられるとともに、前記第１の表示領域の
複数の走査線が、駆動回路素子の複数の走査信号出力端
子にそれぞれつながる複数の走査信号供給リードのうち
の所定数のリードにそれぞれ接続され、前記第２の表示
領域の複数の走査線が、前記複数の走査信号供給リード
のうちの他の所定数のリードにそれぞれ接続され、前記
第３の表示領域の複数の走査線が、前記所定数の走査信
号供給リードにそれぞれ前記第１の表示領域の複数の走
査線と一緒に接続され、前記第４の表示領域の複数の走
査線が、前記他の所定数の走査信号供給リードにそれぞ
れ前記第２の表示領域の複数の走査線と一緒に接続さ
れ、前記第１の表示領域の複数の信号線が、前記駆動回
路素子の複数のデータ信号出力端子にそれぞれつながる
複数のデータ信号供給リードのうちの所定数のリードに
それぞれ接続され、前記第２の表示領域の複数の信号線
が、前記所定数のデータ信号供給リードにそれぞれ前記
第１の表示領域の複数の信号線と一緒に接続され、前記
第３の表示領域の複数の信号線が、前記複数のデータ信
号供給リードのうちの他の所定数のリードにそれぞれ接
続され、前記第４の表示領域の複数の信号線が、前記他
の所定数の走査信号供給リードにそれぞれ前記第３の表
示領域の複数の信号線と一緒に接続されていることを特
徴とするものである。
【００１８】この液晶表示素子は、その表示エリアの第
１と第２と第３と第４の４つの表示領域にそれぞれ設け
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られた複数の走査線と複数の信号線とのうち、前記第１
と第２の表示領域の走査線にそれぞれ選択期間を順次ず
らした波形の走査信号を供給し、前記第３の表示領域の
走査線に、前記第１の表示領域の走査線に供給する走査
信号と同じ走査信号を供給し、前記第４の表示領域の走
査線に、前記第２の表示領域の走査線に供給する走査信
号と同じ走査信号を供給するとともに、前記第１の表示
領域の信号線と、この第１の表示領域の信号線と一緒に
前記所定数のデータ信号供給リードに接続された前記第
２の表示領域の信号線とに、同じデータ信号を供給し、
前記第３の表示領域の信号線と、この第３の表示領域の
信号線と一緒に前記他の所定数のデータ信号供給リード
に接続された前記第４の表示領域の信号線とに、同じデ
ータ信号（第１と第２の表示領域の信号線に供給するデ
ータ信号とは異なるデータ信号）を供給することにより
駆動される。
【００１９】この液晶表示素子によれば、その駆動に用
いる駆動回路素子が、走査信号出力端子数が前記４つの
表示領域のうちの第１と第２の２つの表示領域の走査線
の総数または第３と第４の２つの表示領域の走査線の総
数以上で、データ信号出力端子数が前記第１と第２の表
示領域のいずれか一方（第１と第２の表示領域の信号線
数が異なる場合は、信号線数が多い方の表示領域）の信
号線数と、前記第３と第４の表示領域のいずれか一方
（第３と第４の表示領域の信号線数が異なる場合は、信
号線数が多い方の表示領域）の信号線数との総数以上の
ものであればよく、したがって、端子数の少ない駆動回
路素子を用いて駆動することができる。
【００２０】しかも、この液晶表示素子は、上記のよう
に駆動されるため、前記第１の表示領域の各画素の表示
と、前記第２の表示領域の各画素の表示と、前記第３の
表示領域の各画素の表示と、前記第４の表示領域の各画
素の表示とを、それぞれ個々に制御することができ、走
査信号出力端子数およびデータ信号出力端子数が液晶表
示素子の走査線数および信号線数以上の駆動回路素子を
用いて駆動されるものと変わらない画像を表示すること
ができる。
【００２１】
【発明の実施の形態】この発明の液晶表示素子の駆動方
法は、上記のように、走査信号出力端子とデータ信号出
力端子とのうち、少なくともデータ信号出力端子の数が
液晶表示素子の信号線数よりも少ない駆動回路素子を備
え、前記駆動回路素子の複数のデータ信号出力端子から
それぞれ出力されるデータ信号を、前記液晶表示素子の
複数の信号線のうちの所定数の信号線に供給するととも
に、そのデータ信号のうちの少なくとも一部のデータ信
号を、他の信号線に供給することにより、前記液晶表示
素子を、端子数の少ない駆動回路素子を用いて駆動する
ことができるようにしたものである。
【００２２】この駆動方法においては、前記駆動回路素
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子として、前記データ信号出力端子数だけでなく、走査
信号出力端子数も液晶表示素子の走査線数より少ないも
のを備え、この駆動回路素子の複数の走査信号出力端子
からそれぞれ出力される走査信号を、前記液晶表示素子
の複数の走査線のうちの所定数の走査線に供給するとと
もに、その走査信号のうちの少なくとも一部の走査信号
を、他の走査線に供給するようにするのが好ましく、こ
のようにすることにより、前記液晶表示素子を、より端
子数の少ない駆動回路素子を用いて駆動することができ
る。
【００２３】この発明の液晶表示素子は、上記のよう
に、その表示エリアを第１と第２の２つの表示領域に区
分し、これらの表示領域にそれぞれ複数の走査線と複数
の信号線とを設けるとともに、前記第１の表示領域の複
数の走査線を複数の走査信号供給リードのうちの所定数
のリードにそれぞれ接続し、前記第２の表示領域の複数
の走査線を前記複数の走査信号供給リードのうちの他の
所定数のリードにそれぞれ接続し、前記第１の表示領域
の複数の信号線を複数のデータ信号供給リードにそれぞ
れ接続し、前記第２の表示領域の複数の信号線を前記複
数のデータ信号供給リードにそれぞれ前記第１の表示領
域の複数の信号線と一緒に接続することにより、端子数
の少ない駆動回路素子を用いて駆動するとともに、前記
第１の表示領域の各画素の表示と前記第２の表示領域の
各画素の表示とをそれぞれ個々に制御することができる
ようにしたものである。
【００２４】この発明を、例えば、前記走査線が行方向
に沿う走査電極、前記信号線が列方向に沿う信号電極で
ある単純マトリックス型液晶表示素子に適用する場合
は、前記第１の表示領域の複数の走査電極と、前記第２
の表示領域の複数の信号電極とを一対の基板のうちの一
方の基板の内面に設け、前記第１の表示領域の複数の信
号電極と、前記第２の表示領域の複数の走査電極とを他
方の基板の内面に設けるとともに、前記他方の基板の内
面に、複数の走査信号供給リードと複数のデータ信号供
給リードとを設け、前記第１の表示領域の複数の走査電
極を前記複数の走査信号供給リードのうちの所定数のリ
ードにそれぞれクロス材を介して接続し、前記第２の表
示領域の複数の走査電極を前記複数の走査信号供給リー
ドのうちの他の所定数のリードにそれぞれ接続し、前記
第１の表示領域の複数の信号電極を前記複数のデータ信
号供給リードにそれぞれ接続し、前記第２の表示領域の
複数の信号電極を前記第１の表示領域の複数の信号電極
または前記複数のデータ信号供給リードにそれぞれクロ
ス材を介して接続するのが望ましく、このようにするこ
とにより、前記２つの表示領域の複数の走査電極および
信号電極と、前記複数の走査信号供給リードおよびデー
タ信号供給リードとを、複雑な配線の引き回しを必要と
せずに接続し、液晶表示素子の構造を簡単にすることが
できる。
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【００２５】また、この発明の他の液晶表示素子は、上
記のように、その表示エリアを第１と第２と第３の３つ
の表示領域に区分し、これらの表示領域にそれぞれ複数
の走査線と複数の信号線とを設けるとともに、前記第１
の表示領域の複数の走査線を複数の走査信号供給リード
のうちの所定数のリードにそれぞれ接続し、前記第２の
表示領域の複数の走査線を前記複数の走査信号供給リー
ドのうちの他の所定数のリードにそれぞれ接続し、前記
第３の表示領域の複数の走査線を前記第１と第２のいず
れか一方の表示領域の複数の走査線と一緒に前記所定数
または他の所定数の走査信号供給リードに接続し、前記
第１の表示領域の複数の信号線を複数のデータ信号供給
リードのうちの所定数のリードにそれぞれ接続し、前記
第２の表示領域の複数の信号線を前記所定数のデータ信
号供給リードにそれぞれ前記第１の表示領域の複数の信
号線と一緒に接続し、前記第３の表示領域の複数の信号
線を前記複数のデータ信号供給リードのうちの他の所定
数のリードにそれぞれ接続することにより、端子数の少
ない駆動回路素子を用いて駆動するとともに、前記第１
の表示領域の各画素の表示と前記第２の表示領域と前記
第３の表示領域の各画素の表示とをそれぞれ個々に制御
することができるようにしたものである。
【００２６】この発明を、例えば、前記走査線が行方向
に沿う走査電極、前記信号線が列方向に沿う信号電極で
ある単純マトリックス型液晶表示素子に適用する場合
は、前記第１と第２の表示領域の複数の走査電極と、前
記第３の表示領域の複数の信号電極とを一対の基板のう
ちの一方の基板の内面に設け、前記第１と第２の表示領
域の複数の信号電極と、前記第３の表示領域の複数の走
査電極とを他方の基板の内面に設けるとともに、前記他
方の基板の内面に、複数の走査信号供給リードと複数の
データ信号供給リードとを設け、前記第１の表示領域の
複数の走査電極を前記複数の走査信号供給リードのうち
の所定数のリードにそれぞれクロス材を介して接続し、
前記第２の表示領域の複数の走査電極を前記複数の走査
信号供給リードのうちの他の所定数のリードにそれぞれ
クロス材を介して接続し、前記第３の表示領域の複数の
走査電極を前記第１と第２のいずれか一方の表示領域の
複数の走査電極またはこれらの信号電極を接続する前記
走査信号供給リードにそれぞれクロス材を介して接続
し、前記第１の表示領域の複数の信号電極を前記複数の
データ信号供給リードのうちの所定数のリードにそれぞ
れ接続し、前記第２の表示領域の複数の信号電極を前記
第１の表示領域の複数の信号電極またはこれらの信号電
極を接続する前記所定数のデータ信号供給リードにそれ
ぞれ接続し、前記第３の表示領域の複数の信号電極を前
記複数のデータ信号供給リードのうちの他の所定数のリ
ードにそれぞれクロス材を介して接続するのが望まし
く、このようにすることにより、前記３つの表示領域の
複数の走査電極および信号電極と、前記複数の走査信号
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供給リードおよびデータ信号供給リードとを、複雑な配
線の引き回しを必要とせずに接続し、液晶表示素子の構
造を簡単にすることができる。
【００２７】さらに、この発明の他の液晶表示素子は、
上記のように、その表示エリアを第１と第２と第３と第
４の４つの表示領域に区分し、これらの表示領域にそれ
ぞれ複数の走査線と複数の信号線とを設けるとともに、
前記第１の表示領域の複数の走査線を複数の走査信号供
給リードのうちの所定数のリードにそれぞれ接続し、前
記第２の表示領域の複数の走査線を前記複数の走査信号
供給リードのうちの他の所定数のリードにそれぞれ接続
し、前記第３の表示領域の複数の走査線を前記所定数の
走査信号供給リードにそれぞれ前記第１の表示領域の複
数の走査線と一緒に接続し、前記第４の表示領域の複数
の走査線を前記他の所定数の走査信号供給リードにそれ
ぞれ前記第２の表示領域の複数の走査線と一緒に接続
し、前記第１の表示領域の複数の信号線を複数のデータ
信号供給リードのうちの所定数のリードにそれぞれ接続
し、前記第２の表示領域の複数の信号線を前記所定数の
データ信号供給リードにそれぞれ前記第１の表示領域の
複数の信号線と一緒に接続し、前記第３の表示領域の複
数の信号線を前記複数のデータ信号供給リードのうちの
他の所定数のリードにそれぞれ接続し、前記第４の表示
領域の複数の信号線を前記他の所定数の走査信号供給リ
ードにそれぞれ前記第３の表示領域の複数の信号線と一
緒に接続することにより、端子数の少ない駆動回路素子
を用いて駆動するとともに、前記第１の表示領域の各画
素の表示と前記第２の表示領域と前記第３の表示領域の
各画素の表示と前記第４の表示領域の各画素の表示とを
それぞれ個々に制御することができるようにしたもので
ある。
【００２８】この発明を、例えば、前記走査線が行方向
に沿う走査電極、前記信号線が列方向に沿う信号電極で
ある単純マトリックス型液晶表示素子に適用する場合
は、前記第１と第２の表示領域の複数の走査電極と、第
３と第４の表示領域の複数の信号電極とを一対の基板の
うちの一方の基板の内面に設け、前記第１と第２の表示
領域の複数の信号電極と、前記第３と第４の表示領域の
複数の走査電極とを他方の基板の内面に設けるととも
に、前記他方の基板の側縁部の内面に、複数の走査信号
供給リードと複数のデータ信号供給リードとを設け、前
記第１の表示領域の複数の走査電極を前記複数の走査信
号供給リードのうちの所定数のリードにそれぞれクロス
材を介して接続し、前記第２の表示領域の複数の走査電
極を前記複数の走査信号供給リードのうちの他の所定数
のリードにそれぞれクロス材を介して接続し、前記第３
の表示領域の複数の走査電極を前記第１の表示領域の複
数の走査電極を接続する前記所定数の走査信号供給リー
ドまたは前記第１の表示領域の複数の走査電極にそれぞ
れ接続し、前記第４の表示領域の複数の走査電極を前記
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第２の表示領域の複数の走査電極またはこれらの走査電
極を接続する前記他の所定数の走査信号供給リードにそ
れぞれクロス材を介して接続し、前記第１の表示領域の
複数の信号電極を前記複数のデータ信号供給リードのう
ちの所定数のリードにそれぞれ接続し、前記第２の表示
領域の複数の信号電極を前記第１の表示領域の複数の信
号電極またはこれらの信号電極を接続する前記所定数の
データ信号供給リードにそれぞれ接続し、前記第４の表
示領域の複数の信号電極を前記複数のデータ信号供給リ
ードのうちの他の所定数のリードにそれぞれクロス材を
介して接続し、前記第３の表示領域の複数の信号電極を
前記第４の表示領域の複数の信号電極またはこれらの信
号電極を接続される前記他の所定数のデータ信号供給リ
ードにそれぞれ接続するのが望ましく、このようにする
ことにより、前記４つの表示領域の複数の走査電極およ
び信号電極と、前記複数の走査信号供給リードおよびデ
ータ信号供給リードとを、複雑な配線の引き回しを必要
とせずに接続し、液晶表示素子の構造を簡単にすること
ができる。
【００２９】
【実施例】図１はこの発明の第１の実施例を示す液晶表
示素子の分解斜視図であり、この液晶表示素子は、前後
一対の透明基板１，２間に設けられた図示しない液晶層
が対応する表示エリアを、第１と第２の２つの表示領域
（図において二点鎖線で囲まれた領域）Ａ１，Ａ２に区
分し、これらの表示領域Ａ１，Ａ２にそれぞれ、複数の
走査線３ａ，３ｂと複数の信号線４ａ，４ｂとを設けた
ものである。
【００３０】なお、前記一対の基板１，２は、図に二点
鎖線で示した枠状シール材９を介して接合されており、
これらの基板１，２間の前記シール材９で囲まれた表示
エリア内に、前記シール材９の所定個所に設けられた図
示しない液晶注入口から液晶が充填されている。
【００３１】この実施例の液晶表示素子は、単純マトリ
ックス型のものであり、前記走査線３ａ，３ｂは、行方
向（画面の左右方向）に沿う透明な走査電極、前記信号
線４ａ，４ｂは、列方向（画面の上下方向）に沿う透明
な信号電極である。
【００３２】また、この液晶表示素子は横長画面のもの
であり、この実施例では、前記表示エリアを左右に区分
し、その２つの表示領域Ａ１，Ａ２の走査電極３ａ，３
ｂの電極数を同じにするとともに、一方の表示領域、例
えば図において右側の第２の表示領域Ａ２の信号電極４
ｂの電極数を、左側の第１の表示領域Ａ１の信号電極４
ａの電極数よりも少なく（図では１／２の電極数）とし
ている。
【００３３】なお、この実施例の液晶表示素子は、前記
２つの表示領域Ａ１，Ａ２で１画面の画像を表示するも
のであり、図１では便宜上、前記２つの表示領域Ａ１，
Ａ２の間隔を大きく誇張して示しているが、これらの表
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示領域Ａ１，Ａ２は、それぞれの表示領域Ａ１，Ａ２の
行方向における画素間隔（信号電極間の間隔）とほぼ同
じ間隔を存して隣り合っている。
【００３４】前記２つの表示領域Ａ１，Ａ２の走査電極
３ａ，３ｂと信号電極４ａ，４ｂのうち、図において左
側の第１の表示領域Ａ１の複数の走査電極３ａと、図に
おいて右側の第２の表示領域Ａ２の複数の信号電極４ｂ
はそれぞれ、一対の基板１，２のうちの一方の基板、例
えば前基板（図において上側の基板）１の内面に設けら
れており、前記第１の表示領域Ａ１の複数の信号電極４
ａと、前記第２の表示領域Ａ２の複数の走査電極３ｂは
それぞれ、他方の基板である後基板（図において下側の
基板）２の内面に設けられている。
【００３５】また、前記後基板２の一側縁部２ａは、前
記前基板１の外方に突出しており、この後基板２の内面
に、その突出縁部２ａに搭載される駆動回路素子（ＬＳ
Ｉ）１０の複数の走査信号出力端子（図示せず）にそれ
ぞれつながる複数の走査信号供給リード５と、前記駆動
回路素子１０の複数のデータ信号出力端子（図示せず）
にそれぞれつながる複数のデータ信号供給リード６とが
設けられている。
【００３６】前記走査信号供給リード５は、前記第１と
第２の表示領域Ａ１，Ａ２の走査電極３ａ，３ｂの総電
極数と同数設けられており、そのうちの所定数（この実
施例では半数）の走査信号供給リード５は、前記駆動回
路素子１０の搭載部から、前記シール材９による基板接
合部のうちの所定の領域に導出配線されている。
【００３７】また、他の所定数（半数）の走査信号供給
リード５は、前記駆動回路素子１０の搭載部から前記第
２の表示領域Ａ２の縁部に導出配線されており、これら
の走査信号供給リード５に、前記第２の表示領域Ａ２の
複数の走査電極３ｂの一端がそれぞれ接続されている。
【００３８】一方、前記データ信号供給リード６は、前
記２つの表示領域Ａ１，Ａ２のうちの信号電極数が多い
第１の表示領域Ａ１の信号電極４ａの電極数と同数設け
られており、この複数のデータ信号供給リード６は、前
記駆動回路素子１０の搭載部から前記１の表示領域Ａ１
の縁部に導出配線され、これらのデータ信号供給リード
６に、前記第１の表示領域Ａ１の複数の信号電極４ａの
一端がそれぞれ接続されている。
【００３９】さらに、この後基板２の内面には、前記第
１の表示領域Ａ１の複数の信号電極４ａのうちの所定数
（第２の表示領域Ａ２の信号電極数と同数）の信号電極
４ａと、前基板１に設けられた第２の表示領域Ａ２の複
数の信号電極４ｂとをそれぞれ接続するための複数の信
号電極接続リード７が設けられており、これらの信号電
極接続リード７は、前記所定数の信号電極４ａの他端か
ら、前記シール材９による基板接合部のうちの所定の領
域に導出配線されている。
【００４０】また、前記前基板１の内面には、前記第１
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の表示領域Ａ１の複数の走査電極３ａを前記後基板２の
所定数の走査信号供給リード５にそれぞれ接続するため
の複数の第１中継リード８ａと、前記第２の表示領域Ａ
２の複数の信号電極４ｂを前記後基板２の複数の信号電
極接続リード７にそれぞれ接続するための複数の第２中
継リード８ｂとが設けられている。
【００４１】これらの中継リード８ａ，８ｂのうち、前
記複数の第１中継リード８ａは、前記第１の表示領域Ａ
１の複数の走査電極３ａの一端から、前記シール材９に
よる基板接合部に、前記後基板２の所定数の走査信号供
給リード５の導出端にそれぞれ対応させて導出配線され
ており、また、前記複数の第２中継リード８ｂは、前記
第２の表示領域Ａ２の複数の信号電極４ｂの一端から、
前記シール材９による基板接合部に、前記後基板２の複
数の信号電極接続リード７の導出端にそれぞれ対応させ
て導出配線されている。
【００４２】そして、前記シール材９中には、導電性粒
子からなる図示しないクロス材が分散状態で混入されて
おり、そのクロス材を介して、前記前基板１に設けられ
た前記複数の第１中継リード８ａの導出端と対向する前
記後基板２に設けられた前記所定数の走査信号供給リー
ド５の導出端とがそれぞれ導通接続されるとともに、前
記前基板１に設けられた前記複数の第２中継リード８ａ
の導出端と対向する前記後基板２に設けられた前記複数
の信号電極接続リード７の導出端とがそれぞれ導通接続
されている。
【００４３】すなわち、前記前基板１の内面に設けられ
た第１の表示領域Ａ１の複数の走査電極３ａと、第２の
表示領域Ａ２の複数の信号電極４ｂとのうち、前記第１
の表示領域Ａ１の複数の走査電極３ａは、前記第１中継
リード８ａとシール材９中のクロス材とを介して後基板
２の所定数の走査信号供給リード５にそれぞれ接続され
ており、前記第２の表示領域Ａ２の複数の信号電極４ｂ
は、前記第２中継リード８ａとシール材９中のクロス材
と後基板２の信号電極接続リード７とを介して前記後基
板２の第１の表示領域Ａ１の所定数の信号電極４ａに接
続され、これらの信号電極４ａと一緒に、前記複数のデ
ータ信号供給リード６にそれぞれ接続されている。
【００４４】なお、図では省略しているが、前記一対の
基板１，２の内面にはそれぞれ、前記電極３ａ，４ｂお
よび３ｂ，４ａを覆って配向膜が設けられている。ま
た、この液晶表示素子は、例えばＴＮ（ツイステッドネ
マティック）型のものであり、前記一対の基板１，２間
の液晶層の液晶分子は電圧無印加状態において所定のツ
イスト角でツイスト配向しており、前記一対の基板１，
２の外面にはそれぞれ図示しない偏光板が、それぞれの
透過軸を所定の方向に向けて配置されている。
【００４５】一方、この単純マトリックス型液晶表示素
子を駆動するための駆動回路素子（ＬＳＩ）１０は、そ
の主面の周縁部に、前記液晶表示素子の複数の走査電極
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３ａ，３ｂに供給する走査信号を出力する複数の走査信
号出力端子（図示せず）と、前記液晶表示素子の複数の
信号電極４ａ，４ｂに供給するデータ信号を出力する複
数のデータ信号出力端子（図示せず）とを配列したもの
であり、この駆動回路素子１０としては、その走査信号
出力端子数が前記液晶表示素子の第１と第２の表示領域
Ａ１，Ａ２の走査電極３ａ，３ｂの総電極数以上で、デ
ータ信号出力端子数が前記第１と第２の表示領域Ａ１，
Ａ２のいずれか一方（この実施例では、信号電極数が多
い第１の表示領域Ａ１）の信号電極数以上の出力端子数
を有するものが用いられる。
【００４６】この駆動回路素子１０は、前記液晶表示素
子の後基板２の一側の突出縁部２ａに、前記複数の走査
信号出力端子を前記液晶表示素子の複数の走査信号供給
リード５にそれぞれ接続し、前記複数のデータ信号出力
端子を前記液晶表示素子の複数のデータ信号供給リード
６にそれぞれ接続して搭載される。
【００４７】この液晶表示素子は、その表示エリアの第
１と第２の２つの表示領域Ａ１，Ａ２にそれぞれ設けら
れた複数の走査電極３ａ，３ｂと複数の信号電極４ａ，
４ｂとのうち、両方の表示領域Ａ１，Ａ２の走査電極３
ａ，３ｂにそれぞれ、前記駆動回路素子１０の複数の走
査信号出力端子からそれぞれ出力される選択期間を順次
ずらした波形の走査信号を前記複数の走査信号供給リー
ド５を介して供給するとともに、前記第１の表示領域Ａ
１の信号電極４ａと、この第１の表示領域Ａ１の信号電
極４ａと一緒に前記データ信号供給リード６に接続され
た前記第２の表示領域Ａ２の信号電極４ｂとに、前記駆
動回路素子１０の複数のデータ信号出力端子からそれぞ
れ出力される同じデータ信号を前記複数の走査信号供給
リード５を介して供給することにより駆動される。
【００４８】なお、この実施例の液晶表示素子は、前記
第１の表示領域Ａ１の信号電極数が前記第２の表示領域
Ａ２の信号電極数よりも多いため、前記複数の走査信号
供給リード５のうち、前記第１の表示領域Ａ１の信号電
極４ａと第２の表示領域Ａ２の信号電極４ｂとが一緒に
接続された走査信号供給リード５を介して供給されるデ
ータ信号は、前記第１の表示領域Ａ１と第２の表示領域
Ａ２の両方の信号電極４ａ，４ｂに供給されるが、他の
走査信号供給リード５を介して供給されるデータ信号
は、前記第１の表示領域Ａ１の信号電極４ａだけに供給
される。
【００４９】前記第１の表示領域Ａ１と第２の表示領域
Ａ２の両方の信号電極４ａ，４ｂに供給されるデータ信
号は、前記第１の表示領域Ａ１の複数の走査電極３ａの
選択期間ごとに、前記走査信号の選択期間の電位に対し
て前記走査電極３ａに対応する画素の表示データに応じ
た電位差をもつ電位になるとともに、前記第２の表示領
域Ａ２の複数の走査電極３ｂの選択期間ごとに、前記走
査信号の選択期間の電位に対して前記走査電極３ｂに対
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応する画素の表示データに応じた電位差をもつ電位にな
る波形の信号であり、前記第１の表示領域Ａ１の信号電
極４ａだけに供給されるデータ信号は、前記第１の表示
領域Ａ１の複数の走査電極３ａの選択期間ごとに、前記
走査信号の選択期間の電位に対して前記走査電極３ａに
対応する画素の表示データに応じた電位差をもつ電位に
なる波形の信号である。
【００５０】この液晶表示素子によれば、その駆動に用
いる駆動回路素子１０が、走査信号出力端子数が前記第
１と第２の表示領域Ａ１，Ａ２の走査電極３ａ，３ｂの
総数以上で、データ信号出力端子数が前記第１と第２の
表示領域Ａ１，Ａ２のいずれか一方（この実施例では、
信号電極数が多い第１の表示領域）Ａ１の信号電極４ａ
の電極数以上のものであればよく、したがって、出力端
子数の少ない駆動回路素子１０を用いて駆動することが
できる。
【００５１】すなわち、上記駆動方法は、前記液晶表示
素子の複数の走査電極３ａ，３ｂに供給する走査信号を
出力する複数の走査信号出力端子と、前記液晶表示素子
の複数の信号電極４ａ，４ｂに供給するデータ信号を出
力する複数のデータ信号出力端子とのうち、前記データ
信号出力端子の数が前記液晶表示素子の信号電極数より
も少ない駆動回路素子１０を備え、前記駆動回路素子１
０の複数のデータ信号出力端子からそれぞれ出力される
データ信号を、前記液晶表示素子の複数の信号電極４
ａ，４ｂのうちの所定数の信号電極、つまり第１の表示
領域Ａ１の複数の信号電極４ａに供給するとともに、そ
のデータ信号のうちの一部のデータ信号を、他の信号電
極、つまり第２の表示領域Ａ２の複数の信号電極４ｂに
供給するものであり、したがって、前記液晶表示素子
を、走査信号出力端子とデータ信号出力端子とのうちの
前記データ信号出力端子の数が前記液晶表示素子の信号
電極数よりも少ない、端子数の少ない駆動回路素子１０
を用いて駆動することができる。
【００５２】しかも、この実施例の液晶表示素子は、上
記のように駆動されるため、前記第１の表示領域Ａ１の
各画素の表示と、前記第２の表示領域Ａ２の各画素の表
示とを、それぞれ個々に制御することができ、したがっ
て、走査信号出力端子数およびデータ信号出力端子数が
液晶表示素子の走査線数および信号線数以上の駆動回路
素子を用いて駆動されるものと変わらない画像を表示す
ることができる。
【００５３】すなわち、この液晶表示素子は、前記第１
の表示領域Ａ１の複数の信号電極４ａのうちの所定数
（第２の表示領域Ａ２の信号電極数と同数）の信号電極
４ａと、前記第２の表示領域Ａ２の複数の信号電極４ｂ
とに、同じデータ信号を供給することにより駆動される
が、前記第１の表示領域Ａ１の走査電極３ａと、前記第
２の表示領域Ａ２の走査電極３ｂとの選択期間が異なる
ため、前記第１の表示領域Ａ１の信号電極４ａと前記第
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２の表示領域Ａ２の信号電極４ｂとに供給されるデータ
信号が同じ信号であっても、前記第１の表示領域Ａ１の
各画素の表示と、前記第２の表示領域Ａ２の各画素の表
示とを、それぞれ個々に制御することができる。
【００５４】また、上記液晶表示素子は、前記第１の表
示領域Ａ１の複数の走査電極３ａと、前記第２の表示領
域Ａ２の複数の信号電極４ｂとを一対の基板１，２のう
ちの一方の基板１の内面に設け、前記第１の表示領域Ａ
１の複数の信号電極４ａと、前記第２の表示領域Ａ２の
複数の走査電極３ｂとを他方の基板２の内面に設けると
ともに、前記他方の基板２の内面に、複数の走査信号供
給リード５と複数のデータ信号供給リード６とを設け、
前記第１の表示領域Ａ１の複数の走査電極３ａを前記複
数の走査信号供給リード５のうちの所定数のリードにそ
れぞれシール材９中のクロス材を介して接続し、前記第
２の表示領域Ａ２の複数の走査電極３ａを前記複数の走
査信号供給リード５のうちの他の所定数のリードにそれ
ぞれ接続し、前記第１の表示領域Ａ１の複数の信号電極
４ａを前記複数のデータ信号供給リード６にそれぞれ接
続し、前記第２の表示領域Ａ１の複数の信号電極４ｂを
前記第１の表示領域Ａ１の複数の信号電極４ａに前記シ
ール材９中のクロス材を介して接続しているため、前記
２つの表示領域Ａ１，Ａ２の複数の走査電極３ａ，３ｂ
および信号電極４ａ，４ｂと、前記複数の走査信号供給
リード５およびデータ信号供給リード６とを、複雑な配
線の引き回しを必要とせずに接続し、液晶表示素子の構
造を簡単にすることができる。
【００５５】なお、上記実施例では、第２の表示領域Ａ
２の複数の信号電極４ｂを、第１の表示領域Ａ１の複数
の信号電極４ａに接続しているが、前記第２の表示領域
Ａ２の複数の信号電極４ｂは、前記複数のデータ信号供
給リード６に、前記シール材９中のクロス材を介して接
続してもよい。
【００５６】また、上記実施例では、図１のように、信
号電極数が多い第１の表示領域Ａ１の複数の信号電極４
ａのうち、図において左側の所定数の信号電極４ａを第
２の表示領域Ａ２の複数の信号電極４ａに接続している
が、前記第１の表示領域Ａ１の複数の信号電極４ａのう
ちの第２の表示領域Ａ２の複数の信号電極４ａに接続す
る所定数の信号電極４ａは、任意に選べばよい。
【００５７】さらに、上記実施例の液晶表示素子は、２
つの表示領域Ａ１，Ａ２の信号電極数を異ならせたもの
であるが、前記２つの表示領域Ａ１，Ａ２の信号電極数
は同じでもよい。
【００５８】図２はこの発明の第２の実施例を示す液晶
表示素子の分解斜視図であり、この液晶表示素子は、前
記２つの表示領域Ａ１，Ａ２の信号電極数を同じにし、
第１の表示領域Ａ１の全ての信号電極４ａと、第２の表
示領域Ａ１の全ての信号電極４ｂとを、シール材９中の
図示しないクロス材を介してそれぞれ接続したものであ
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る。
【００５９】なお、この第２の実施例の液晶表示素子
は、前記２つの表示領域Ａ１，Ａ２の信号電極数が同じ
であるが、その基本的な構成は上述した第１の実施例の
ものと同じであるから、重複する説明は図に導符号を付
して省略する。
【００６０】この第２の実施例の液晶表示素子は、２つ
の表示領域Ａ１，Ａ２の信号電極数を同じにし、第１の
表示領域Ａ１の全ての信号電極４ａと、第２の表示領域
Ａ１の全ての信号電極４ｂとを、シール材９中の図示し
ないクロス材を介してそれぞれ接続したものであるた
め、その信号電極数（２つの表示領域Ａ１，Ａ２の信号
電極１４ａ，１４ｂの総数）の１／２以上のデータ信号
出力端子数の駆動回路素子１０を用いて駆動することが
できる。
【００６１】なお、上記第１および第２の実施例で用い
た駆動回路素子１０は、その走査信号出力端子数が液晶
表示素子の走査電極数（第１と第２の表示領域Ａ１，Ａ
２の走査電極３ａ，３ｂの総電極数）以上で、データ信
号出力端子数が前記液晶表示素子の信号電極数（第１と
第２の表示領域Ａ１，Ａ２の信号電極４ａ，４ｂの総電
極数）よりも少ない端子数のものであるが、駆動回路素
子として、前記データ信号出力端子数だけでなく、走査
信号出力端子数も液晶表示素子の走査線数より少ないも
のを備え、この駆動回路素子の複数の走査信号出力端子
からそれぞれ出力される走査信号を、液晶表示素子の複
数の走査線のうちの所定数の走査線に供給するととも
に、その走査信号のうちの少なくとも一部の走査信号
を、他の走査線に供給するようにすれば、液晶表示素子
を、より端子数の少ない駆動回路素子を用いて駆動する
ことができる。
【００６２】図３はこの発明の第３の実施例を示す液晶
表示素子の分解斜視図であり、この液晶表示素子は、前
後一対の透明基板１１，１２間に設けられた図示しない
液晶層が対応する表示エリアを、第１と第２と第３の３
つの表示領域（図において二点鎖線で囲まれた領域）Ｂ
１，Ｂ２，Ｂ３に区分し、これらの表示領域Ｂ１，Ｂ
２，Ｂ３にそれぞれ、複数の走査線１３ａ，１３ｂ，１
３ｃと複数の信号線１４ａ，１４ｂ，１４ｃとを設けた
ものである。
【００６３】なお、前記一対の基板１１，１２は、図に
二点鎖線で示した枠状シール材１９を介して接合されて
おり、これらの基板１１，１２間の前記シール材１９で
囲まれた表示エリア内に、前記シール材１９の所定個所
に設けられた図示しない液晶注入口から液晶が充填され
ている。
【００６４】この実施例の液晶表示素子は、単純マトリ
ックス型のものであり、前記走査線１３ａ，１３ｂ，１
３ｃは、行方向に沿う透明な走査電極、前記信号線１４
ａ，１４ｂ，１４ｃは、列方向に沿う透明な信号電極で
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ある。
【００６５】また、この液晶表示素子は縦長画面のもの
であり、この実施例では、前記表示エリアを画面の上下
方向に３つに区分し、その３つの表示領域Ｂ１，Ｂ２，
Ｂ３の走査電極１３ａ，１３ｂ，１３ｃの数を同じにす
るとともに、これらの３つの表示領域Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３
の信号電極１４ａ，１４ｂ，１４ｃの数を同じにしてい
る。。
【００６６】なお、この実施例の液晶表示素子は、前記
３つの表示領域Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３で１画面の画像を表示
するものであり、図３では便宜上、前記３つの表示領域
Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３の間隔を大きく誇張して示している
が、これらの表示領域Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３は、それぞれの
表示領域Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３の列方向における画素間隔
（走査電極間の間隔）とほぼ同じ間隔を存して隣り合っ
ている。
【００６７】前記３つの表示領域Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３の走
査電極１３ａ，１３ｂ，１３ｃと信号電極１４ａ，１４
ｂ，１４ｃのうち、画面の下側（図において手前側）の
領域である第１の表示領域Ｂ１と画面の中間の領域であ
る第２の表示領域Ｂ２との複数の走査電極１３ａ，１３
ｂと、画面の上側の領域である第３の表示領域Ｂ３の複
数の信号電極１４ｃとはそれぞれ、一対の基板１１，１
２のうちの一方の基板、例えば前基板（図において上側
の基板）１１の内面に設けられており、前記第１の表示
領域Ｂ１と第２の表示領域Ｂ２の複数の信号電極１４
ａ，１４ｂと、前記第３の表示領域Ｂ３の複数の走査電
極１３ｃとはそれぞれ、他方の基板である後基板（図に
おいて下側の基板）１２の内面に設けられている。
【００６８】また、前記後基板１２の一側縁部１２ａ
は、前記前基板１１の外方に突出しており、この後基板
１２の内面に、その突出縁部１２ａに搭載される駆動回
路素子（ＬＳＩ）２０の複数の走査信号出力端子（図示
せず）にそれぞれつながる複数の走査信号供給リード１
５と、前記駆動回路素子２０の複数のデータ信号出力端
子（図示せず）にそれぞれつながる複数のデータ信号供
給リード１６とが設けられている。
【００６９】前記走査信号供給リード１５は、前記３つ
の表示領域Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３のうち、２つの表示領域の
走査電極数と同電極数設けられており、そのうちの所定
数（この実施例では半数）の走査信号供給リード１５
は、前記駆動回路素子１０の搭載部から、前記シール材
１９による基板接合部のうちの所定の領域に導出配線さ
れ、他の所定数（半数）の走査信号供給リード１５は、
前記駆動回路素子２０の搭載部から前記基板接合部のう
ちの他の所定の領域に導出配線されている。
【００７０】一方、前記データ信号供給リード１６は、
前記３つの表示領域Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３のうち、２つの表
示領域の信号電極数と同電極数設けられており、そのう
ちの所定数（この実施例では半数）のデータ信号供給リ
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ード１５は、前記駆動回路素子２０の搭載部から前記１
の表示領域Ｂ１の縁部に導出配線され、他の所定数（半
数）のデータ信号供給リード１６は、前記駆動回路素子
２０の搭載部から前記シール材１９による基板接合部の
うちの他の所定の領域に導出配線されている。
【００７１】そして、前記第１の表示領域Ｂ１の複数の
信号電極１４ａは、その一端において、前記所定数のデ
ータ信号供給リード１６にそれぞれ接続されており、前
記第２の表示領域Ｂ２の複数の信号電極１４ｂは、その
一端において、前記第１の表示領域Ｂ１の複数の信号電
極１４ａの他端にそれぞれ接続されている。
【００７２】すなわち、前記第２の表示領域Ｂ２の複数
の信号電極１４ｂは、前記第１の表示領域Ｂ１の複数の
信号電極１４ａと一緒に、前記所定数のデータ信号供給
リード１６にそれぞれ接続されている。
【００７３】なお、この実施例では、図のように、前記
第１の表示領域Ｂ１の複数の信号電極１４ａと第２の表
示領域Ｂ２の複数の信号電極１４ｂとを、互いに連続さ
せて形成している。
【００７４】さらに、この後基板１２の内面には、前記
第３の表示領域Ｂ３の複数の走査電極１３ｃと、前基板
１１に設けられた第２の表示領域Ｂ２の複数の走査電極
１３ｂとをそれぞれ接続するための複数の走査電極接続
リード１７が設けられており、これらの走査電極接続リ
ード１７は、前記第３の表示領域Ｂ３の複数の走査電極
１３ｂの一端から、前記シール材１９による基板接合部
のうちの所定の領域に導出配線されている。
【００７５】また、前記前基板１１の内面には、前記第
１の表示領域Ｂ１の複数の走査電極１３ａを前記後基板
１２の所定数の走査信号供給リード１５にそれぞれ接続
するための複数の第１中継リード１８ａと、前記第２の
表示領域Ｂ２の複数の走査電極１３ｂを前記後基板１２
の他の所定数の走査信号供給リード１５にそれぞれ接続
するための複数の第２中継リード１８ａと、前記第２の
表示領域Ｂ２の複数の走査電極１３ｂを前記後基板１２
の複数の走査電極接続リード１７にそれぞれ接続するた
めの複数の第３中継リード１８ｃと、前記第３の表示領
域Ｂ３の複数の信号電極１４ｃを後基板１２の前記他の
所定数のデータ信号供給リード１６に接続するための複
数の第４中継リード１８ｄとが設けられている。
【００７６】これらの中継リード１８ａ，１８ｂ，１８
ｃ，１８ｄのうち、前記複数の第１中継リード１８ａ
は、前記第１の表示領域Ｂ１の複数の走査電極１３ａの
一端から、前記シール材１９による基板接合部に、後基
板１２の所定数の走査信号供給リード１５の導出端にそ
れぞれ対応させて導出配線されている。
【００７７】また、前記複数の第２中継リード１８ｂ
は、前記第２の表示領域Ｂ２の複数の走査電極１３ｂの
一端（第１の表示領域Ｂ１の走査電極１３ａの中継リー
ド導出端とは反対側の電極端）から、前記シール材１９
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から、前記シール材１９による基板接合部に、前記後基
板１２の他の所定数の走査信号供給リード１５の導出端
にそれぞれ対応させて導出配線されており、前記複数の
第３中継リード１８ｃは、前記第２の表示領域Ｂ２の複
数の走査電極１３ｂの他端から、前記シール材１９によ
る基板接合部に、前記後基板１２の所定数の走査電極接
続リード１７の導出端にそれぞれ対応させて導出配線さ
れている。
【００７８】また、前記複数の第４中継リード１８ｄ
は、前記第３の表示領域Ｂ３の複数の信号電極１４ｃの
一端から、前記シール材１９による基板接合部に、前記
後基板１２の他の所定数のデータ信号供給リード１６の
導出端にそれぞれ対応させて導出配線されている。
【００７９】そして、前記シール材１９中には、導電性
粒子からなる図示しないクロス材が分散状態で混入され
ており、そのクロス材を介して、前記複数の第１中継リ
ード１８ａの導出端と前記所定数の走査信号供給リード
１５の導出端とがそれぞれ導通接続され、前記複数の第
２中継リード１８ａの導出端と前記他の所定数の走査信
号供給リード１５の導出端とがそれぞれ導通接続される
とともに、前記複数の第３中継リード１８ｃの導出端と
前記複数の走査電極接続リード１７の導出端とがそれぞ
れ導通接続され、前記複数の第４中継リード１８ｄの導
出端と前記他の所定数のデータ信号供給リード１６の導
出端とがそれぞれ導通接続されている。
【００８０】すなわち、前記前基板１１の内面に設けら
れた第１と第２の表示領域Ｂ１，Ｂ２の複数の走査電極
１３ａ，１３ｂのうち、前記第１の表示領域Ｂ１の複数
の走査電極１３ａは、前記第１中継リード１８ａとシー
ル材１９中のクロス材とを介して後基板１２の所定数の
走査信号供給リード１５にそれぞれ接続されており、前
記第２の表示領域Ｂ２の複数の走査電極１３ｂは、前記
第２中継リード１８ｂとシール材１９中のクロス材とを
介して後基板１２の他の所定数の走査信号供給リード１
５にそれぞれ接続されている。
【００８１】また、前記後基板１２の内面に設けられた
第３の表示領域Ｂ３の複数の走査電極１３ｃは、前記走
査電極接続リード１７とシール材１９中のクロス材と前
基板１１の第３中継リード１８ｃとを介して前記前基板
１１の第２の表示領域Ｂ２の複数の走査電極１３ｂに接
続され、これらの走査電極１３ｂと一緒に、前記他の所
定数の走査信号供給リード１５にそれぞれ接続されてい
る。
【００８２】さらに、前記前基板１１の内面に設けられ
た第３の表示領域Ｂ３の複数の信号電極１４ｃは、前記
第４中継リード１８ｄとシール材１９中のクロス材とを
介して後基板１２の前記他の所定数のデータ信号供給リ
ード１６にそれぞれ接続されている。
【００８３】なお、図では省略しているが、前記一対の
基板１１，１２の内面にはそれぞれ、前記電極１３ａ，
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１３ｂ，１４ｃおよび１３ｃ，１４ａ，１４ｂを覆って
配向膜が設けられている。また、この液晶表示素子は、
例えばＴＮ型のものであり、前記一対の基板１１，１２
間の液晶層の液晶分子は電圧無印加状態において所定の
ツイスト角でツイスト配向しており、前記一対の基板１
１，１２の外面にはそれぞれ図示しない偏光板が、それ
ぞれの透過軸を所定の方向に向けて配置されている。
【００８４】一方、この単純マトリックス型液晶表示素
子を駆動するための駆動回路素子（ＬＳＩ）２０は、そ
の主面の周縁部に、前記液晶表示素子の複数の走査電極
１３ａ，１３ｂ，１３ｃに供給する走査信号を出力する
複数の走査信号出力端子（図示せず）と、前記液晶表示
素子の複数の信号電極１４ａ，１４ｂ，１４ｃに供給す
るデータ信号を出力する複数のデータ信号出力端子（図
示せず）とを配列したものであり、この駆動回路素子２
０としては、その走査信号出力端子数が前記液晶表示素
子の３つの表示領域Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３のうちの２つの表
示領域の走査電極数（液晶表示素子の総走査電極数の２
／３の数）以上で、データ信号出力端子数が前記３つの
表示領域Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３のうちの２つの表示領域の信
号電極数（液晶表示素子の総信号電極数の２／３の数）
以上の端子数の端子数のものが用いられる。
【００８５】この駆動回路素子２０は、前記液晶表示素
子の後基板１２の一側の突出縁部１２ａに、前記複数の
走査信号出力端子を前記液晶表示素子の複数の走査信号
供給リード１５にそれぞれ接続し、前記複数のデータ信
号出力端子を前記液晶表示素子の複数のデータ信号供給
リード１６にそれぞれ接続して搭載される。
【００８６】この液晶表示素子は、その表示エリアの第
１と第２と第３の３つの表示領域Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３にそ
れぞれ設けられた複数の走査電極１３ａ，１３ｂ，１３
ｃと複数の信号電極１４ａ，１４ｂ，１４ｃとのうち、
前記第１と第２の表示領域Ｂ１，Ｂ２の走査電極１３
ａ，１３ｂにそれぞれ選択期間を順次ずらした波形の走
査信号を供給し、前記第３の表示領域Ｂ３の走査電極１
３ｃに、前記第１と第２の表示領域Ｂ１，Ｂ２のうちの
第２の表示領域Ｂ２の走査電極１３ｂに供給する走査信
号と同じ走査信号を供給するとともに、前記第１の表示
領域Ｂ１の信号電極１４ａと、この第１の表示領域Ｂ１
の信号電極１４ａと一緒に前記所定数のデータ信号供給
リード１６に接続された前記第２の表示領域Ｂ２の信号
電極１４ｂとに、同じデータ信号を供給し、前記他の所
定数のデータ信号供給リード１６に接続された前記第３
の表示領域Ｂ３の信号電極１４ｃに、前記第１と第２の
表示領域Ｂ１，Ｂ２の信号電極１４ａ，１４ｂに供給す
る前記データ信号とは異なるデータ信号を供給すること
により駆動される。
【００８７】前記第１の表示領域Ｂ１と第２の表示領域
Ｂ２の両方の信号電極１４ａ，１４ｂに供給されるデー
タ信号は、前記第１の表示領域Ｂ１の複数の走査電極１
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３ａの選択期間ごとに、前記走査信号の選択期間の電位
に対して前記走査電極１３ａに対応する画素の表示デー
タに応じた電位差をもつ電位になるとともに、前記第２
の表示領域Ｂ２の複数の走査電極１３ｂの選択期間ごと
に、前記走査信号の選択期間の電位に対して前記走査電
極１３ｂに対応する画素の表示データに応じた電位差を
もつ電位になる波形の信号である。
【００８８】また、前記第３の表示領域Ｂ３の信号電極
１４ｃに供給されるデータ信号は、前記第３の表示領域
Ｂ３の複数の走査電極１３ｃの選択期間（第２の表示領
域Ｂ２の複数の走査電極１３ｂの選択期間と同じ期間）
ごとに、前記走査信号の選択期間の電位に対して前記走
査電極１３ｃに対応する画素の表示データに応じた電位
差をもつ電位になる波形の信号である。
【００８９】この液晶表示素子によれば、その駆動に用
いる駆動回路素子２０が、走査信号出力端子数が前記３
つの表示領域Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３のうちの第１と第２の表
示領域Ｂ１，Ｂ２の走査電極１３ａ，１３ｂの総電極数
以上で、データ信号出力端子数が前記第１と第２の表示
領域Ｂ１，Ｂ２のいずれか一方の信号線数と、第３の表
示領域Ｂ３の信号線数との総数以上のものであればよ
く、したがって、端子数の少ない駆動回路素子２０を用
いて駆動することができる。
【００９０】しかも、この実施例の液晶表示素子は、上
記のように駆動されるため、前記第１の表示領域Ｂ１の
各画素の表示と、前記第２の表示領域Ｂ２の各画素の表
示と、前記第３の表示領域Ｂ３の各画素の表示とを、そ
れぞれ個々に制御することができ、したがって、走査信
号出力端子数およびデータ信号出力端子数が液晶表示素
子の走査線数および信号線数以上の駆動回路素子を用い
て駆動されるものと変わらない画像を表示することがで
きる。
【００９１】すなわち、この液晶表示素子は、前記第１
の表示領域Ｂ１の複数の信号電極１４ａと、前記第２の
表示領域Ｂ２の複数の信号電極１４ｂとに、同じデータ
信号を供給することにより駆動されるが、前記第１の表
示領域Ｂ１の走査電極１３ａと、前記第２の表示領域Ｂ
２の走査電極１３ｂとの選択期間が異なるため、前記第
１の表示領域Ｂ１の信号電極１４ａと前記第２の表示領
域Ｂ２の信号電極１４ｂとに供給されるデータ信号が同
じ信号であっても、前記第１の表示領域Ｂ１の各画素の
表示と、前記第２の表示領域Ｂ２の各画素の表示とを、
それぞれ個々に制御することができる。
【００９２】さらに、この液晶表示素子は、前記第３の
表示領域Ｂ３の複数の走査電極１３ｃに、前記第１と第
２の表示領域Ｂ１，Ｂ２のうちの第２の表示領域Ｂ２の
複数の走査電極１３ｂに供給する走査信号と同じ走査信
号を供給することにより駆動されるが、前記第３の表示
領域Ｂ３の信号電極１４ｃに供給されるデータ信号は、
前記第１と第２の表示領域Ｂ１，Ｂ２の走査電極１３
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ａ，１３ｂの両方に供給されるデータ信号とは異なる信
号であるため、前記第３の表示領域Ｂ３の複数の走査電
極１３ｃの選択期間が前記第２の表示領域Ｂ２の複数の
走査電極１３ｃの選択期間と同じであっても、前記第３
の表示領域Ｂ３の各画素の表示を、前記第１および第２
の表示領域Ｂ１，Ｂ２の各画素の表示とは別に制御する
ことができる。
【００９３】また、上記液晶表示素子は、前記第１と第
２の表示領域Ｂ１，Ｂ２の複数の走査電極１３ａ，１３
ｂと、前記第３の表示領域Ｂ３の複数の信号電極１４ｃ
とを一対の基板１１，１２のうちの一方の基板１１の内
面に設け、前記第１と第２の表示領域Ｂ１，Ｂ２の複数
の信号電極１４ａ，１４ｂと、前記第３の表示領域Ｂ３
の複数の走査電極１３ｃとを他方の基板１２の内面に設
けるとともに、前記他方の基板１２の内面に、複数の走
査信号供給リード１５と複数のデータ信号供給リード１
６とを設け、前記第１の表示領域Ｂ１の複数の走査電極
１４ａを前記複数の走査信号供給リード１５のうちの所
定数のリードにそれぞれシール材１９中のクロス材を介
して接続し、前記第２の表示領域Ｂ２の複数の走査電極
１３ｂを前記複数の走査信号供給リード１５のうちの他
の所定数のリードにそれぞれ前記クロス材を介して接続
し、前記第３の表示領域Ｂ３の複数の走査電極１３ｃを
前記第２の表示領域Ｂ２の複数の走査電極１３ｂにそれ
ぞれ前記クロス材を介して接続し、前記第１の表示領域
Ｂ１の複数の信号電極１４ｂを前記複数のデータ信号供
給リード１６のうちの所定数のリードにそれぞれ接続
し、前記第２の表示領域Ｂ２の複数の信号電極１４ｂを
前記第１の表示領域Ｂ１の複数の信号電極１４ａにそれ
ぞれ接続し、前記第３の表示領域Ｂ３の複数の信号電極
１４ｃを前記複数のデータ信号供給リード１６のうちの
他の所定数のリードにそれぞれ前記クロス材を介して接
続しているため、前記３つの表示領域Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３
の複数の走査電極１３ａ，１３ｂ，１３ｃおよび信号電
極１４ａ，１４ｂ，１４ｃと、前記複数の走査信号供給
リード１５およびデータ信号供給リード１６とを、複雑
な配線の引き回しを必要とせずに接続し、液晶表示素子
の構造を簡単にすることができる。
【００９４】なお、上記実施例では、前記第３の表示領
域Ｂ３の複数の走査電極１３ｃを、前記第１と第２の表
示領域のＢ１，Ｂ２のうちの第２の表示領域のＢ２の複
数の走査電極１３ｂに接続しているが、前記第３の表示
領域Ｂ３の複数の走査電極１３ｃを、前記第１の表示領
域のＢ１の複数の走査電極１３ａに接続し、この第３の
表示領域Ｂ３の走査電極１３ｃに、前記第１の表示領域
のＢ１の走査電極１３ａに供給する走査信号と同じ走査
信号を供給するようにしてもよい。
【００９５】また、上記実施例では、前記第３の表示領
域Ｂ３の複数の走査電極１３ｃを前記第１と第２の表示
領域Ｂ１，Ｂ２のいずれか一方の複数の走査電極（図３
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では、第２の表示領域Ｂ２の走査電極）１３ｂにそれぞ
れクロス材を介して接続するとともに、前記第２の表示
領域Ｂ２の複数の信号電極１４ｂを前記第１の表示領域
Ｂ１の複数の信号電極１４ａにそれぞれ接続している
が、前記第３の表示領域Ｂ３の複数の走査電極１３ｃ
は、前記第１と第２の表示領域Ｂ１，Ｂ２のいずれか一
方の複数の走査電極１３ａまたは１３ｂを接続する走査
信号供給リード１５にそれぞれクロス材を介して接続し
てもよく、また、前記第２の表示領域Ｂ２の複数の信号
電極１４ｂは、前記第１の表示領域Ｂ１の複数の信号電
極１４ａを接続する前記所定数のデータ信号供給リード
１６にそれぞれ接続してもよい。
【００９６】さらに、上記実施例の液晶表示素子は、第
１と第２と第３の表示領域Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３の走査電極
数および信号電極数を同じにしたものであるが、これら
の表示領域Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３の走査電極数および信号電
極数は互いに異ならせてもよい。
【００９７】その場合は、第３の表示領域Ｂ３の走査電
極数を第１と第２の表示領域Ｂ１，Ｂ２のいずれか一方
の走査電極数以下にするとともに、第２の表示領域Ｂ２
の信号電極数を第１の表示領域Ｂ１の信号電極数以下に
し、駆動回路素子２０として、走査信号出力端子数が前
記３つの表示領域Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３のうちの第１と第２
の表示領域Ｂ１，Ｂ２の走査電極１３ａ，１３ｂの総電
極数以上で、データ信号出力端子数が前記第１と第３の
表示領域Ｂ１，Ｂ３の信号電極１４ａ，１４ｃの総数以
上の端子数のものを用いればよい。
【００９８】図４はこの発明の第４の実施例を示す液晶
表示素子の分解斜視図であり、この液晶表示素子は、前
後一対の透明基板２１，２２間に設けられた図示しない
液晶層が対応する表示エリアを、第１と第２と第３と第
４の４つの表示領域（図において二点鎖線で囲まれた領
域）Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４に区分し、これらの表示領
域Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４にそれぞれ、複数の走査線２
３ａ，２３ｂ，２３ｃ，２３ｄと複数の信号線２４ａ，
２４ｂ，２４ｃ，２４ｄとを設けたものである。
【００９９】なお、前記一対の基板２１，２２は、図に
二点鎖線で示した枠状シール材２９を介して接合されて
おり、これらの基板２１，２２間の前記シール材２９で
囲まれた表示エリア内に、前記シール材２９の所定個所
に設けられた図示しない液晶注入口から液晶が充填され
ている。
【０１００】この実施例の液晶表示素子は、単純マトリ
ックス型のものであり、前記走査線２３ａ，２３ｂ，２
３ｃ，２３ｄは、行方向に沿う透明な走査電極、前記信
号線２４ａ，２４ｂ，２４ｃ，２４ｄは、列方向に沿う
透明な信号電極である。
【０１０１】また、この液晶表示素子は縦長画面のもの
であり、この実施例では、前記表示エリアを画面の上下
方向に４つに区分し、その４つの表示領域Ｃ１，Ｃ２，
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Ｃ３，Ｃ４の走査電極２３ａ，２３ｂ，２３ｃ，２３ｄ
の数を同じにするとともに、これらの４つの表示領域Ｃ
１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４の信号電極２４ａ，２４ｂ，２４
ｃ，２４ｄの数を同じにしている。。
【０１０２】なお、この実施例の液晶表示素子は、前記
４つの表示領域Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４で１画面の画像
を表示するものであり、図４では便宜上、前記４つの表
示領域Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４の間隔を大きく誇張して
示しているが、これらの表示領域Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ
４は、それぞれの表示領域Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４の列
方向における画素間隔（走査電極間の間隔）とほぼ同じ
間隔を存して隣り合っている。
【０１０３】前記４つの表示領域Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ
４の走査電極２３ａ，２３ｂ，２３ｃ，２３ｄと信号電
極２４ａ，２４ｂ，２４ｃ，２４ｄのうち、画面の下側
（図において手前側）の領域である第１の表示領域Ｃ１
とその上側の領域である第２の表示領域Ｃ２との複数の
走査電極２３ａ，２３ｂと、前記第２の表示領域Ｃ２の
上側の領域である第３の表示領域Ｃ３と画面の上側の領
域である第４の表示領域Ｃ４の複数の信号電極２４ｃ，
２４ｄとはそれぞれ、一対の基板２１，２２のうちの一
方の基板、例えば前基板（図において上側の基板）２１
の内面に設けられており、前記第１の表示領域Ｃ１と第
２の表示領域Ｃ２の複数の信号電極２４ａ，２４ｂと、
前記第３の表示領域Ｃ３と第４の表示領域Ｃ４の複数の
走査電極２３ｃ，２３ｄとはそれぞれ、他方の基板であ
る後基板（図において下側の基板）２２の内面に設けら
れている。
【０１０４】また、前記後基板２２の一側縁部２２ａ
は、前記前基板２１の外方に突出しており、この後基板
２２の内面に、その突出縁部２２ａに搭載される駆動回
路素子（ＬＳＩ）３０の複数の走査信号出力端子（図示
せず）にそれぞれつながる複数の走査信号供給リード２
５と、前記駆動回路素子３０の複数のデータ信号出力端
子（図示せず）にそれぞれつながる複数のデータ信号供
給リード２６とが設けられている。
【０１０５】前記走査信号供給リード２５は、前記４つ
の表示領域Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４のうちの２つの表示
領域の走査電極数と同数設けられており、そのうちの所
定数（この実施例では半数）の走査信号供給リード２５
は、前記駆動回路素子３０の搭載部から前記シール材２
９による基板接合部のうちの所定の領域に導出されると
ともに、その領域からさらに前記第３の表示領域Ｃ３の
縁部に導出配線され、他の所定数（半数）の走査信号供
給リード２５は、前記駆動回路素子３０の搭載部から前
記基板接合部のうちの他の所定の領域に導出配線されて
いる。
【０１０６】そして、前記第３の表示領域Ｃ３の縁部に
導出配線された前記所定数の走査信号供給リード２５に
は、前記第３の表示領域Ｃ３の複数の走査電極２３ｃの
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一端がそれぞれ接続されている。
【０１０７】一方、前記データ信号供給リード２６は、
前記４つの表示領域Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４のうちの２
つの表示領域の信号電極数と同数設けられており、その
うちの所定数（この実施例では半数）のデータ信号供給
リード２６は、前記駆動回路素子３０の搭載部から前記
１の表示領域Ｃ１の縁部に導出配線され、他の所定数
（半数）のデータ信号供給リード２６は、前記駆動回路
素子３０の搭載部から前記シール材２９による基板接合
部のうちの他の所定の領域に導出配線されている。
【０１０８】そして、前記第１の表示領域Ｃ１の複数の
信号電極２４ａは、その一端において、前記所定数のデ
ータ信号供給リード２６にそれぞれ接続されており、前
記第２の表示領域Ｃ２の複数の信号電極２４ｂは、その
一端において、前記第１の表示領域Ｃ１の複数の信号電
極２４ａの他端にそれぞれ接続されている。
【０１０９】すなわち、前記第２の表示領域Ｃ２の複数
の信号電極２４ｂは、前記第１の表示領域Ｃ１の複数の
信号電極２４ａと一緒に、前記所定数のデータ信号供給
リード２６にそれぞれ接続されている。
【０１１０】なお、この実施例では、図のように、前記
第１の表示領域Ｃ１の複数の信号電極２４ａと第２の表
示領域Ｃ２の複数の信号電極２４ｂとを、互いに連続さ
せて形成している。
【０１１１】さらに、この後基板２２の内面には、前記
第４の表示領域Ｃ４の複数の走査電極２３ｄと、前基板
２１に設けられた第２の表示領域Ｃ２の複数の走査電極
２３ｂとをそれぞれ接続するための複数の走査電極接続
リード２７が設けられており、これらの走査電極接続リ
ード２７は、前記第４の表示領域Ｃ４の複数の走査電極
２３ｄの一端から、前記シール材２９による基板接合部
のうちの所定の領域に導出配線されている。
【０１１２】また、前記前基板２１の内面には、複数の
第１中継リード２８ａと複数の第２中継リード２８ｂと
複数の第３中継リード２８ｃと複数の第４中継リード２
８ｄとが設けられている。前記複数の第１中継リード２
８ａは、前記第１の表示領域Ｃ１の複数の走査電極２３
ａを前記後基板２２の所定数の走査信号供給リード２５
にそれぞれ接続し、前記複数の第２中継リード２８ｂ
は、前記第２の表示領域Ｃ２の複数の走査電極２３ｂを
前記後基板２２の他の所定数の走査信号供給リード２５
にそれぞれ接続し、前記複数の第３中継リード２８ｃ
は、前記第２の表示領域Ｃ２の複数の走査電極２３ｂを
前記後基板２２の複数の走査電極接続リード２７にそれ
ぞれ接続し、前記複数の第４中継リード２８ｄは、前記
第４の表示領域Ｃ４の複数の信号電極２４ｄを後基板２
２の前記他の所定数のデータ信号供給リード２６に接続
する。
【０１１３】これらの中継リード２８ａ，２８ｂ，２８
ｃ，２８ｄのうち、前記複数の第１中継リード２８ａ
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は、前記第１の表示領域Ｃ１の複数の走査電極２３ａの
一端から、前記シール材２９による基板接合部に、後基
板２２の所定数の走査信号供給リード２５の配線部にそ
れぞれ対応させて導出配線されている。
【０１１４】また、前記複数の第２中継リード２８ｂ
は、前記第２の表示領域Ｃ２の複数の走査電極２３ｂの
一端（第１の表示領域Ｃ１の走査電極２３ａの中継リー
ド導出端とは反対側の電極端）から、前記シール材２９
による基板接合部に、前記後基板２２の他の所定数の走
査信号供給リード２５の導出端にそれぞれ対応させて導
出配線されており、前記複数の第３中継リード２８ｃ
は、前記第２の表示領域Ｃ２の複数の走査電極２３ｂの
他端から、前記シール材２９による基板接合部に、前記
後基板２２の所定数の走査電極接続リード２７の導出端
にそれぞれ対応させて導出配線されている。
【０１１５】また、前記複数の第４中継リード２８ｄ
は、前記第４の表示領域Ｃ４の複数の信号電極２４ｃの
一端から、前記シール材２９による基板接合部に、前記
後基板２２の他の所定数のデータ信号供給リード２６の
導出端にそれぞれ対応させて導出配線されている。
【０１１６】そして、前記シール材２９中には、導電性
粒子からなる図示しないクロス材が分散状態で混入され
ており、そのクロス材を介して、前記複数の第１中継リ
ード２８ａの導出端と前記所定数の走査信号供給リード
２５の途中部分（シール材２９による基板接合部に導出
された部分）とがそれぞれ導通接続され、前記複数の第
２中継リード２８ａの導出端と前記他の所定数の走査信
号供給リード２５の導出端とがそれぞれ導通接続される
とともに、前記複数の第３中継リード２８ｃの導出端と
前記複数の走査電極接続リード２７の導出端とがそれぞ
れ導通接続され、前記複数の第４中継リード２８ｄの導
出端と前記他の所定数のデータ信号供給リード２６の導
出端とがそれぞれ導通接続されている。
【０１１７】すなわち、前記前基板２１の内面に設けら
れた第１と第２の表示領域Ｃ１，Ｃ２の複数の走査電極
２３ａ，２３ｂのうち、前記第１の表示領域Ｃ１の複数
の走査電極２３ａは、前記第１中継リード２８ａとシー
ル材２９中のクロス材とを介して後基板２２の所定数の
走査信号供給リード２５の途中部分にそれぞれ接続さ
れ、前記後基板２２の第３の表示領域Ｃ３の複数の走査
電極２３ｃと一緒に、前記他の所定数の走査信号供給リ
ード２５にそれぞれ接続されている。
【０１１８】また、前記第２の表示領域Ｃ２の複数の走
査電極２３ｂは、前記第２中継リード２８ｂとシール材
２９中のクロス材とを介して後基板２２の他の所定数の
走査信号供給リード２５にそれぞれ接続されている。
【０１１９】さらに、前記後基板２２の内面に設けられ
た第３と第４の表示領域Ｃ３，Ｃ４の複数の走査電極２
３ｃ，２３ｄのうち、第４の表示領域Ｃ４の複数の走査
電極２３ｄは、前記走査電極接続リード２７とシール材
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２９中のクロス材と前基板２１の第３中継リード２８ｃ
とを介して前記前基板２１の第２の表示領域Ｂ２の複数
の走査電極２３ｂに接続され、これらの走査電極２３ｂ
と一緒に、前記他の所定数の走査信号供給リード２５に
それぞれ接続されている。
【０１２０】また、前記前基板２１の内面に設けられた
第３と第４の表示領域Ｃ３，Ｃ４の複数の信号電極２４
ｃ，２４ｄのうち、第４の表示領域Ｃ４の複数の信号電
極２４ｄは、前記第４中継リード２８ｄとシール材２９
中のクロス材とを介して後基板２２の前記他の所定数の
データ信号供給リード１６にそれぞれ接続されており、
第３の表示領域Ｃ３の複数の信号電極２４ｃは、その一
端において、前記第４の表示領域Ｃ４の複数の信号電極
２４ｄの他端にそれぞれ接続されている。
【０１２１】すなわち、前記第３の表示領域Ｃ３の複数
の信号電極２４ｃは、前記第４の表示領域Ｃ４の複数の
信号電極２４ｂと一緒に、前記所定数のデータ信号供給
リード２６にそれぞれ接続されている。
【０１２２】なお、この実施例では、図のように、前記
第３の表示領域Ｃ３の複数の信号電極２４ｃと第４の表
示領域Ｃ４の複数の信号電極２４ｄとを、互いに連続さ
せて形成している。
【０１２３】また、図では省略しているが、前記一対の
基板２１，２２の内面にはそれぞれ、前記電極２３ａ，
２３ｂ，２４ｃ，２４ｄおよび２３ｃ，２３ｄ，２４
ａ，２４ｂを覆って配向膜が設けられている。また、こ
の液晶表示素子は、例えばＴＮ型のものであり、前記一
対の基板２１，２２間の液晶層の液晶分子は電圧無印加
状態において所定のツイスト角でツイスト配向してお
り、前記一対の基板２１，２２の外面にはそれぞれ図示
しない偏光板が、それぞれの透過軸を所定の方向に向け
て配置されている。
【０１２４】一方、この単純マトリックス型液晶表示素
子を駆動するための駆動回路素子（ＬＳＩ）３０は、そ
の主面の周縁部に、前記液晶表示素子の複数の走査電極
２３ａ，２３ｂ，２３ｃ，２３ｄに供給する走査信号を
出力する複数の走査信号出力端子（図示せず）と、前記
液晶表示素子の複数の信号電極２４ａ，２４ｂ，２４
ｃ，２４ｄに供給するデータ信号を出力する複数のデー
タ信号出力端子（図示せず）とを配列したものであり、
この駆動回路素子３０としては、その走査信号出力端子
数が前記液晶表示素子の４つの表示領域Ｃ１，Ｃ２，Ｃ
３，Ｃ４のうちの２つの表示領域の走査電極数（液晶表
示素子の総走査電極数の１／２の数）以上で、データ信
号出力端子数が前記４つの表示領域Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，
Ｃ４のうちの２つの表示領域の信号電極数（液晶表示素
子の総信号電極数の１／２の数）以上の端子数の端子数
のものが用いられる。
【０１２５】この駆動回路素子３０は、前記液晶表示素
子の後基板２２の一側の突出縁部２２ａに、前記複数の
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走査信号出力端子を前記液晶表示素子の複数の走査信号
供給リード２５にそれぞれ接続し、前記複数のデータ信
号出力端子を前記液晶表示素子の複数のデータ信号供給
リード２６にそれぞれ接続して搭載される。
【０１２６】この液晶表示素子は、その表示エリアの第
１と第２と第３と第４の４つの表示領域Ｃ１，Ｃ２，Ｃ
３，Ｃ４にそれぞれ設けられた複数の走査電極２３ａ，
２３ｂ，２３ｃ，２３ｄと複数の信号電極２４ａ，２４
ｂ，２４ｃ，２４ｄとのうち、前記第１と第２の表示領
域Ｃ１，Ｃ２の走査電極２３ａ，２３ｂにそれぞれ選択
期間を順次ずらした波形の走査信号を供給し、前記第３
の表示領域Ｃ３の走査電極２３ｃに、前記第１の表示領
域Ｃ１の走査電極２３ａに供給する走査信号と同じ走査
信号を供給し、前記第４の表示領域Ｃ４の走査電極２３
ｄに、前記第２の表示領域Ｂ２の走査電極２３ｂに供給
する走査信号と同じ走査信号を供給するとともに、前記
第１の表示領域Ｃ１の信号電極２４ａと、この第１の表
示領域Ｃ１の信号電極２４ａと一緒に前記所定数のデー
タ信号供給リード２６に接続された前記第２の表示領域
Ｃ２の信号電極２４ｂとに、同じデータ信号を供給し、
前記第３の表示領域Ｃ３の信号電極２４ｃと、この第３
の表示領域Ｃ３の信号電極２４ｃと一緒に前記他の所定
数のデータ信号供給リード２６に接続された前記第４の
表示領域Ｃ４の信号電極２４ｄとに、同じデータ信号
（第１と第２の表示領域Ｃ１，Ｃ２の信号電極２４ａ，
２４ｂに供給するデータ信号とは異なるデータ信号）を
供給することにより駆動される。
【０１２７】前記第１の表示領域Ｃ１と第２の表示領域
Ｃ２の両方の信号電極２４ａ，２４ｂに供給されるデー
タ信号は、前記第１の表示領域Ｃ１の複数の走査電極２
３ａの選択期間ごとに、前記走査信号の選択期間の電位
に対して前記走査電極２３ａに対応する画素の表示デー
タに応じた電位差をもつ電位になるとともに、前記第２
の表示領域Ｃ２の複数の走査電極２３ｂの選択期間ごと
に、前記走査信号の選択期間の電位に対して前記走査電
極２３ｂに対応する画素の表示データに応じた電位差を
もつ電位になる波形の信号である。
【０１２８】また、前記第３と第４の表示領域Ｃ３，Ｃ
４の信号電極２４ｃ，２４ｄに供給されるデータ信号
は、前記第３の表示領域Ｃ３の複数の走査電極２３ｃの
選択期間（第１の表示領域Ｃ１の複数の走査電極２３ａ
の選択期間と同じ期間）ごとに、前記走査信号の選択期
間の電位に対して前記走査電極２３ｃに対応する画素の
表示データに応じた電位差をもつ電位になるとともに、
前記第４の表示領域Ｃ４の複数の走査電極２３ｄの選択
期間（第２の表示領域Ｃ２の複数の走査電極２３ｂの選
択期間と同じ期間）ごとに、前記走査信号の選択期間の
電位に対して前記走査電極２３ｄに対応する画素の表示
データに応じた電位差をもつ電位になる波形の信号であ
る。
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【０１２９】この液晶表示素子によれば、その駆動に用
いる駆動回路素子３０が、走査信号出力端子数が前記４
つの表示領域Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４のうちの第１と第
２の２つの表示領域Ｃ１，Ｃ２の走査電極２３ａ，２３
ｂの総数（第３と第４の２つの表示領域Ｃ３，Ｃ４の走
査電極２３ｃ，２３ｄの総数と同じ数）以上で、データ
信号出力端子数が前記第１と第２の表示領域Ｃ１，Ｃ２
のいずれか一方の信号線数と、前記第３と第４の表示領
域Ｃ３，Ｃ４のいずれか一方の信号線数との総数以上の
ものであればよく、したがって、端子数の少ない駆動回
路素子を用いて駆動することができる。
【０１３０】しかも、この実施例の液晶表示素子は、上
記のように駆動されるため、前記第１の表示領域Ｃ１の
各画素の表示と、前記第２の表示領域Ｃ２の各画素の表
示と、前記第３の表示領域Ｃ３の各画素の表示と、前記
第４の表示領域Ｃ４の各画素の表示とを、それぞれ個々
に制御することができ、したがって、走査信号出力端子
数およびデータ信号出力端子数が液晶表示素子の走査線
数および信号線数以上の駆動回路素子を用いて駆動され
るものと変わらない画像を表示することができる。
【０１３１】すなわち、この液晶表示素子は、前記第１
の表示領域Ｃ１の複数の信号電極２４ａと、前記第２の
表示領域Ｃ２の複数の信号電極２４ｂとに同じデータ信
号を供給し、前記第３の表示領域Ｃ３の複数の信号電極
２４ｃと、前記第４の表示領域Ｃ４の複数の信号電極２
４ｃ、２４ｄとに同じデータ信号（第１と第２の表示領
域Ｃ１，Ｃ２の信号電極２４ａ，２４ｂに供給するデー
タ信号とは異なるデータ信号）を供給することにより駆
動されるが、前記第１の表示領域Ｃ１の走査電極２３ａ
と、前記第２の表示領域Ｃ２の走査電極２３ｂとの選択
期間が異なるため、前記第１の表示領域Ｃ１の信号電極
２４ａと前記第２の表示領域Ｃ２の信号電極２４ｂとに
供給されるデータ信号が同じ信号であっても、前記第１
の表示領域Ｃ１の各画素の表示と、前記第２の表示領域
Ｃ２の各画素の表示とを、それぞれ個々に制御すること
ができ、また、前記第３の表示領域Ｃ３の走査電極２３
ｃと、前記第４の表示領域Ｃ４の走査電極２３ｄとの選
択期間が異なるため、前記第３の表示領域Ｃ３の信号電
極２４ｃと前記第４の表示領域Ｃ４の信号電極２４ｄと
に供給されるデータ信号が同じ信号であっても、前記第
３の表示領域Ｃ３の各画素の表示と、前記第４の表示領
域Ｃ４の各画素の表示とを、それぞれ個々に制御するこ
とができる。
【０１３２】さらに、この液晶表示素子は、前記第３の
表示領域Ｃ３の複数の走査電極２３ｃに、前記第１の表
示領域Ｃ１の複数の走査電極２３ａに供給する走査信号
と同じ走査信号を供給し、前記第４の表示領域Ｃ４の複
数の走査電極２３ｄに、前記第２の表示領域Ｃ２の複数
の走査電極２３ｂに供給する走査信号と同じ走査信号を
供給することにより駆動されるが、前記第３と第４の表
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示領域Ｃ３，Ｃ４の信号電極２４ｃ，２４ｄに供給され
るデータ信号は、前記第１と第２の表示領域Ｃ１，Ｃ２
の走査電極２３ａ，２３ｂの両方に供給されるデータ信
号とは異なる信号であるため、前記第３の表示領域Ｃ３
の複数の走査電極２３ｃの選択期間が前記第１の表示領
域Ｃ１の複数の走査電極２３ａの選択期間と同じで、前
記第４の表示領域Ｃ４の複数の走査電極２３ｄの選択期
間が前記第２の表示領域Ｃ２の複数の走査電極２３ｂの
選択期間と同じであっても、前記第３および第４の表示
領域Ｃ３，Ｃ４の各画素の表示を、前記第１および第２
の表示領域Ｃ１，Ｃ２の各画素の表示とは別に制御する
ことができる。
【０１３３】また、上記液晶表示素子は、前記第１と第
２の表示領域Ｃ１，Ｃ２の複数の走査電極２３ａ，２３
ｂと、前記第３と第４の表示領域Ｃ３，Ｃ４の複数の信
号電極２４ｃ，２４ｄとを一対の基板２１，２２のうち
の一方の基板２１の内面に設け、前記第１と第２の表示
領域Ｃ１，Ｃの複数の信号電極２４ａ，２４ｂと、前記
第３と第４の表示領域Ｃ３，Ｃ４の複数の走査電極２３
ｃ，２３ｄとを他方の基板２２の内面に設けるととも
に、前記他方の基板２２の内面に、複数の走査信号供給
リード２５と複数のデータ信号供給リード２６とを設
け、前記第１の表示領域Ｃ１の複数の走査電極２４ａを
前記複数の走査信号供給リード２５のうちの所定数のリ
ードにそれぞれシール材２９中のクロス材を介して接続
し、前記第２の表示領域Ｃ２の複数の走査電極２３ｂを
前記複数の走査信号供給リード２５のうちの他の所定数
のリードにそれぞれ前記クロス材を介して接続し、前記
第３の表示領域Ｃ３の複数の走査電極２３ｃを前記第１
の表示領域Ｃ１の複数の走査電極２３ａを接続する前記
所定数の走査信号供給リード２５にそれぞれ接続し、前
記第４の表示領域Ｃ４の複数の走査電極２３ｄを前記第
２の表示領域Ｃ２の複数の走査電極２３ｂにそれぞれ前
記クロス材を介して接続し、前記第１の表示領域Ｃ１の
複数の信号電極２４ａを前記複数のデータ信号供給リー
ド２６のうちの所定数のリードにそれぞれ接続し、前記
第２の表示領域Ｃ２の複数の信号電極２４ｂを前記第１
の表示領域Ｃ１の複数の信号電極２３ａにそれぞれ接続
し、前記第４の表示領域Ｃ４の複数の信号電極２４ｄを
前記複数のデータ信号供給リード２６のうちの他の所定
数のリードにそれぞれ前記クロス材を介して接続し、前
記第３の表示領域Ｃ３の複数の信号電極２４ｃを前記第
４の表示領域Ｃ４の複数の信号電極２４ｄにそれぞれ接
続しているため、前記４つの表示領域Ｃ１，Ｃ２，Ｃ
３，Ｃ４の複数の走査電極２３ａ，２３ｂ，２３ｃ，２
３ｄおよび信号電極２４ａ，２４ｂ，２４ｃ，２４ｄ
と、前記複数の走査信号供給リード２５およびデータ信
号供給リード２６とを、複雑な配線の引き回しを必要と
せずに接続し、液晶表示素子の構造を簡単にすることが
できる。
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【０１３４】なお、上記実施例では、前記第３の表示領
域Ｃ３の複数の走査電極２３ｃを前記第１の表示領域Ｃ
１の複数の走査電極２３ａを接続する前記所定数の走査
信号供給リード２５にそれぞれ接続し、前記第４の表示
領域Ｃ４の複数の走査電極２３ｄを前記第２の表示領域
Ｃ２の複数の走査電極２３ｂにそれぞれクロス材を介し
て接続しているが、前記第３の表示領域Ｃ３の複数の走
査電極２３ｃは、前記第１の表示領域の複数の走査電極
２３ａにそれぞれクロス材を介して接続してもよく、ま
た、前記第４の表示領域Ｃ４の複数の走査電極２３ｄ
は、前記第２の表示領域Ｃ２の複数の走査電極２３ｂを
接続する前記他の所定数の走査信号供給リード２５にそ
れぞれクロス材を介して接続してもよい。
【０１３５】さらに、上記実施例では、前記第２の表示
領域Ｃ２の複数の信号電極２４ｂを前記第１の表示領域
Ｃ１の複数の信号電極２４ａにそれぞれ接続し、前記第
３の表示領域Ｃ３の複数の信号電極２４ｃを前記第４の
表示領域Ｃ４の複数の信号電極２４ｄにそれぞれ接続し
ているが、前記第２の表示領域Ｃ２の複数の信号電極２
４ｂは、前記第１の表示領域Ｃ１の複数の信号電極２４
ａを接続する前記所定数のデータ信号供給リード２６に
それぞれ接続してもよく、また、前記第３の表示領域Ｃ
３の複数の信号電極２４ｃは、前記第４の表示領域Ｃ４
の複数の信号電極２４ｄを接続する前記他の所定数のデ
ータ信号供給リード２６にそれぞれ接続してもよい。
【０１３６】また、上記実施例の液晶表示素子は、第１
と第２と第３と第４の表示領域Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４
の走査電極数および信号電極数を同じにしたものである
が、これらの表示領域Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４の走査電
極数および信号電極数は互いに異ならせてもよい。
【０１３７】その場合は、第３の表示領域Ｃ３の走査電
極数を第１の表示領域Ｃ１の走査電極数以下、第４の表
示領域Ｃ４の走査電極数を第２の表示領域Ｃ２の走査電
極数以下にするとともに、第２の表示領域Ｃ２の信号電
極数を第１の表示領域Ｃ１の信号電極数以下、第３の表
示領域Ｃ３の信号電極数を第４の表示領域Ｃ４の信号電
極数以下にし、駆動回路素子３０として、走査信号出力
端子数が前記４つの表示領域Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４の
うちの第１と第２の表示領域Ｃ１，Ｃ２の走査電極２３
ａ，２３ｂの総数以上で、データ信号出力端子数が前記
第１と第４の表示領域Ｃ１，Ｃ４の信号電極２４ａ，２
４ｄの総数以上のものを用いればよい。
【０１３８】なお、上記第１～第４の実施例は、この発
明を単純マトリックス型液晶表示素子に適用した例であ
るが、この発明の駆動方法および液晶表示素子は、ＭＩ
Ｍ（２端子の非線型抵抗素子）をアクティブ素子とする
ＭＩＭ－アクティブマトリックス型液晶表示素子や、Ｔ
ＦＴ（薄膜トランジスタ）をアクティブ素子とするＴＦ
Ｔ－アクティブマトリックス型液晶表示素子にも適用す
ることができる。
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【０１３９】ただし、ＭＩＭ－アクティブマトリックス
型液晶表示素子またはＴＦＴ－アクティブマトリックス
型液晶表示素子では、全てのアクティブ素子（ＭＩＭま
たはＴＦＴ）を一方の基板に設けるのが製造プロセス
上、好ましい。
【０１４０】したがって、この発明を、走査線が、マト
リックス状に配列する複数の画素電極にそれぞれ接続さ
れた各行のＭＩＭにそれぞれつながる走査配線であり、
信号線が、各列の画素電極にそれぞれ対向する帯状の対
向電極であるＭＩＭ－アクティブマトリックス型液晶表
示素子に適用する場合は、表示エリアを区分した複数の
表示領域の画素電極とＭＩＭと走査配線（走査線）を一
方の基板の内面に設け、前記複数の表示領域の対向電極
（信号線）を他方の基板の内面に設けるとともに、前記
複数の表示領域の同じ走査信号を供給する走査配線同士
またはこれらの走査配線と走査信号供給リードとを、前
記一方の基板上において接続し、前記複数の表示領域の
同じデータ信号を供給する対向電極同士またはこれらの
対向電極とデータ信号供給リードとを、前記他方の基板
上において接続すればよい。
【０１４１】また、この発明を、走査線が、マトリック
ス状に配列する複数の画素電極にそれぞれ接続された各
行のＴＦＴのゲート電極にそれぞれつながるゲート配線
であり、信号線が、各列のＴＦＴのドレイン電極にそれ
ぞれつながるドレイン配線であるＴＦＴ－アクティブマ
トリックス型液晶表示素子に適用する場合は、表示エリ
アを区分した複数の表示領域の画素電極とＴＦＴとゲー
ト配線（走査線）とドレイン配線（信号線）を一方の基
板の内面に設け、他方の基板の内面に前記複数の表示領
域の全ての画素電極に対向する一枚膜状の対向電極を設
けるとともに、前記複数の表示領域の同じ走査信号（ゲ
ート信号）を供給するゲート配線同士またはこれらのゲ
ート配線と走査信号供給リードと、前記複数の表示領域
の同じデータ信号を供給するドレイン配線同士またはこ
れらのドレイン配線とデータ信号供給リードとを、前記
一方の基板上においてそれぞれ接続すればよい。
【０１４２】
【発明の効果】この発明の液晶表示素子の駆動方法は、
走査信号出力端子とデータ信号出力端子とのうち、少な
くともデータ信号出力端子の数が液晶表示素子の信号線
数よりも少ない駆動回路素子を備え、前記駆動回路素子
の複数のデータ信号出力端子からそれぞれ出力されるデ
ータ信号を、前記液晶表示素子の複数の信号線のうちの
所定数の信号線に供給するとともに、そのデータ信号の
うちの少なくとも一部のデータ信号を、他の信号線に供
給するものであるため、前記液晶表示素子を、端子数の
少ない駆動回路素子を用いて駆動することができる。
【０１４３】この発明の液晶表示素子は、その表示エリ
アを第１と第２の２つの表示領域に区分し、これらの表
示領域にそれぞれ複数の走査線と複数の信号線とを設け
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るとともに、前記第１の表示領域の複数の走査線を複数
の走査信号供給リードのうちの所定数のリードにそれぞ
れ接続し、前記第２の表示領域の複数の走査線を前記複
数の走査信号供給リードのうちの他の所定数のリードに
それぞれ接続し、前記第１の表示領域の複数の信号線を
複数のデータ信号供給リードにそれぞれ接続し、前記第
２の表示領域の複数の信号線を前記複数のデータ信号供
給リードにそれぞれ前記第１の表示領域の複数の信号線
と一緒に接続したものであるから、端子数の少ない駆動
回路素子を用いて駆動するとともに、前記第１の表示領
域の各画素の表示と前記第２の表示領域の各画素の表示
とをそれぞれ個々に制御することができる。
【０１４４】この発明を、例えば、前記走査線が行方向
に沿う走査電極、前記信号線が列方向に沿う信号電極で
ある単純マトリックス型液晶表示素子に適用する場合
は、前記第１の表示領域の複数の走査電極と、前記第２
の表示領域の複数の信号電極とを一対の基板のうちの一
方の基板の内面に設け、前記第１の表示領域の複数の信
号電極と、前記第２の表示領域の複数の走査電極とを他
方の基板の内面に設けるとともに、前記他方の基板の内
面に、複数の走査信号供給リードと複数のデータ信号供
給リードとを設け、前記第１の表示領域の複数の走査電
極を前記複数の走査信号供給リードのうちの所定数のリ
ードにそれぞれクロス材を介して接続し、前記第２の表
示領域の複数の走査電極を前記複数の走査信号供給リー
ドのうちの他の所定数のリードにそれぞれ接続し、前記
第１の表示領域の複数の信号電極を前記複数のデータ信
号供給リードにそれぞれ接続し、前記第２の表示領域の
複数の信号電極を前記第１の表示領域の複数の信号電極
または前記複数のデータ信号供給リードにそれぞれクロ
ス材を介して接続するのが望ましく、このようにするこ
とにより、前記２つの表示領域の複数の走査電極および
信号電極と、前記複数の走査信号供給リードおよびデー
タ信号供給リードとを、複雑な配線の引き回しを必要と
せずに接続し、液晶表示素子の構造を簡単にすることが
できる。
【０１４５】また、この発明の他の液晶表示素子は、そ
の表示エリアを第１と第２と第３の３つの表示領域に区
分し、これらの表示領域にそれぞれ複数の走査線と複数
の信号線とを設けるとともに、前記第１の表示領域の複
数の走査線を複数の走査信号供給リードのうちの所定数
のリードにそれぞれ接続し、前記第２の表示領域の複数
の走査線を前記複数の走査信号供給リードのうちの他の
所定数のリードにそれぞれ接続し、前記第３の表示領域
の複数の走査線を前記第１と第２のいずれか一方の表示
領域の複数の走査線と一緒に前記所定数または他の所定
数の走査信号供給リードに接続し、前記第１の表示領域
の複数の信号線を複数のデータ信号供給リードのうちの
所定数のリードにそれぞれ接続し、前記第２の表示領域
の複数の信号線を前記所定数のデータ信号供給リードに
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それぞれ前記第１の表示領域の複数の信号線と一緒に接
続し、前記第３の表示領域の複数の信号線を前記複数の
データ信号供給リードのうちの他の所定数のリードにそ
れぞれ接続したものであるため、端子数の少ない駆動回
路素子を用いて駆動するとともに、前記第１の表示領域
の各画素の表示と前記第２の表示領域と前記第３の表示
領域の各画素の表示とをそれぞれ個々に制御することが
できる。
【０１４６】この発明を、例えば、前記走査線が行方向
に沿う走査電極、前記信号線が列方向に沿う信号電極で
ある単純マトリックス型液晶表示素子に適用する場合
は、前記第１と第２の表示領域の複数の走査電極と、前
記第３の表示領域の複数の信号電極とを一対の基板のう
ちの一方の基板の内面に設け、前記第１と第２の表示領
域の複数の信号電極と、前記第３の表示領域の複数の走
査電極とを他方の基板の内面に設けるとともに、前記他
方の基板の内面に、複数の走査信号供給リードと複数の
データ信号供給リードとを設け、前記第１の表示領域の
複数の走査電極を前記複数の走査信号供給リードのうち
の所定数のリードにそれぞれクロス材を介して接続し、
前記第２の表示領域の複数の走査電極を前記複数の走査
信号供給リードのうちの他の所定数のリードにそれぞれ
クロス材を介して接続し、前記第３の表示領域の複数の
走査電極を前記第１と第２のいずれか一方の表示領域の
複数の走査電極またはこれらの信号電極を接続する前記
走査信号供給リードにそれぞれクロス材を介して接続
し、前記第１の表示領域の複数の信号電極を前記複数の
データ信号供給リードのうちの所定数のリードにそれぞ
れ接続し、前記第２の表示領域の複数の信号電極を前記
第１の表示領域の複数の信号電極またはこれらの信号電
極を接続する前記所定数のデータ信号供給リードにそれ
ぞれ接続し、前記第３の表示領域の複数の信号電極を前
記複数のデータ信号供給リードのうちの他の所定数のリ
ードにそれぞれクロス材を介して接続するのが望まし
く、このようにすることにより、前記３つの表示領域の
複数の走査電極および信号電極と、前記複数の走査信号
供給リードおよびデータ信号供給リードとを、複雑な配
線の引き回しを必要とせずに接続し、液晶表示素子の構
造を簡単にすることができる。
【０１４７】さらに、この発明の他の液晶表示素子は、
その表示エリアを第１と第２と第３と第４の４つの表示
領域に区分し、これらの表示領域にそれぞれ複数の走査
線と複数の信号線とを設けるとともに、前記第１の表示
領域の複数の走査線を複数の走査信号供給リードのうち
の所定数のリードにそれぞれ接続し、前記第２の表示領
域の複数の走査線を前記複数の走査信号供給リードのう
ちの他の所定数のリードにそれぞれ接続し、前記第３の
表示領域の複数の走査線を前記所定数の走査信号供給リ
ードにそれぞれ前記第１の表示領域の複数の走査線と一
緒に接続し、前記第４の表示領域の複数の走査線を前記
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他の所定数の走査信号供給リードにそれぞれ前記第２の
表示領域の複数の走査線と一緒に接続し、前記第１の表
示領域の複数の信号線を複数のデータ信号供給リードの
うちの所定数のリードにそれぞれ接続し、前記第２の表
示領域の複数の信号線を前記所定数のデータ信号供給リ
ードにそれぞれ前記第１の表示領域の複数の信号線と一
緒に接続し、前記第３の表示領域の複数の信号線を前記
複数のデータ信号供給リードのうちの他の所定数のリー
ドにそれぞれ接続し、前記第４の表示領域の複数の信号
線を前記他の所定数の走査信号供給リードにそれぞれ前
記第３の表示領域の複数の信号線と一緒に接続したもの
であるため、端子数の少ない駆動回路素子を用いて駆動
するとともに、前記第１の表示領域の各画素の表示と前
記第２の表示領域と前記第３の表示領域の各画素の表示
と前記第４の表示領域の各画素の表示とをそれぞれ個々
に制御することができる。
【０１４８】この発明を、例えば、前記走査線が行方向
に沿う走査電極、前記信号線が列方向に沿う信号電極で
ある単純マトリックス型液晶表示素子に適用する場合
は、前記第１と第２の表示領域の複数の走査電極と、第
３と第４の表示領域の複数の信号電極とを一対の基板の
うちの一方の基板の内面に設け、前記第１と第２の表示
領域の複数の信号電極と、前記第３と第４の表示領域の
複数の走査電極とを他方の基板の内面に設けるととも
に、前記他方の基板の側縁部の内面に、複数の走査信号
供給リードと複数のデータ信号供給リードとを設け、前
記第１の表示領域の複数の走査電極を前記複数の走査信
号供給リードのうちの所定数のリードにそれぞれクロス
材を介して接続し、前記第２の表示領域の複数の走査電
極を前記複数の走査信号供給リードのうちの他の所定数
のリードにそれぞれクロス材を介して接続し、前記第３
の表示領域の複数の走査電極を前記第１の表示領域の複
数の走査電極を接続する前記所定数の走査信号供給リー
ドまたは前記第１の表示領域の複数の走査電極にそれぞ
れ接続し、前記第４の表示領域の複数の走査電極を前記
第２の表示領域の複数の走査電極またはこれらの走査電
極を接続する前記他の所定数の走査信号供給リードにそ
れぞれクロス材を介して接続し、前記第１の表示領域の
複数の信号電極を前記複数のデータ信号供給リードのう
ちの所定数のリードにそれぞれ接続し、前記第２の表示
領域の複数の信号電極を前記第１の表示領域の複数の信
号電極またはこれらの信号電極を接続する前記所定数の
データ信号供給リードにそれぞれ接続し、前記第４の表
示領域の複数の信号電極を前記複数のデータ信号供給リ
ードのうちの他の所定数のリードにそれぞれクロス材を
介して接続し、前記第３の表示領域の複数の信号電極を
前記第４の表示領域の複数の信号電極またはこれらの信
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号電極を接続される前記他の所定数のデータ信号供給リ
ードにそれぞれ接続するのが望ましく、このようにする
ことにより、前記４つの表示領域の複数の走査電極およ
び信号電極と、前記複数の走査信号供給リードおよびデ
ータ信号供給リードとを、複雑な配線の引き回しを必要
とせずに接続し、液晶表示素子の構造を簡単にすること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の第１の実施例を示す液晶表示素子の
分解斜視図。
【図２】この発明の第２の実施例を示す液晶表示素子の
分解斜視図。
【図３】この発明の第３の実施例を示す液晶表示素子の
分解斜視図。
【図４】この発明の第４の実施例を示す液晶表示素子の
分解斜視図。
【符号の説明】
１，２…基板
Ａ１，Ａ２…表示領域
３ａ，３ｂ…走査電極（走査線）
４ａ，４ｂ…信号電極（信号線）
５…走査信号供給リード
６…走査信号供給リード
７…信号電極接続リード
８ａ，８ｂ…中継リード
９…クロス材が混入されたシール材
１０…駆動回路素子
１１，１２…基板
Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３…表示領域
１３ａ，１３ｂ，１３ｃ…走査電極（走査線）
１４ａ，１４ｂ，１４ｃ…信号電極（信号線）
１５…走査信号供給リード
１６…走査信号供給リード
１７…信号電極接続リード
１８ａ，１８ｂ，１８ｃ，１８ｄ…中継リード
１９…クロス材が混入されたシール材
２０…駆動回路素子
２１，２２…基板
Ｃ１，Ｃ２，Ｃ３，Ｃ４…表示領域
２３ａ，２３ｂ，２３ｃ，２３ｄ…走査電極（走査線）
２４ａ，２４ｂ，２４ｃ，２４ｄ…信号電極（信号線）
２５…走査信号供給リード
２６…走査信号供給リード
２７…信号電極接続リード
２８ａ，２８ｂ，２８ｃ，２８ｄ…中継リード
２９…クロス材が混入されたシール材
３０…駆動回路素子
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